
　
　
　
　
　

   

【
12
月
末
現
在
】

●
人
口
計　

７
、２
５
５
人　
（　
　
　

 

14
）

　
　
　

男　

３
、４
３
９
人　
（　
　
　

 

13
）

　
　
　

女　

３
、８
１
６
人　
（　
　
　

 

１
）

●
世
帯
数　

３
、８
５
４
世
帯（　
　
　

 

５
）

　

三
谷　

幸こ
う

誠せ
い

ち
ゃ
ん 

男 （
法
人
）中
央
３

　

江
幡　

範
之
さ
ん（
47
歳
）摩
周
２

　

金
川　


子
さ
ん（
96
歳
）摩
周
１

　

鈴
木
と
み
子
さ
ん（
94
歳
）仁
多

　

成
澤　

楠
子
さ
ん（
95
歳
）泉
３

　

平
岡　

彦
次
さ
ん（
90
歳
）跡
佐
登
原
野

　

福
田　

イ
ツ
さ
ん（
89
歳
）中
央
３

　

古
川　

一
彦
さ
ん（
89
歳
）桜
丘
２

　

横
川　
　

武
さ
ん（
84
歳
）泉
３

　

木
村　

英
一
さ
ん（
76
歳
）
別

人
の
う
ご
き

人
の
う
ご
き

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

寄
附
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た

❑
畑　
　

光　

昭　

様（
東
京
都
）

　

▼ 

里
芋
28
㎏　

サ
ツ
マ
イ
モ
30
㎏

　

 

倖
和
園
利
用
者
に
食
べ
て
ほ
し
い
。

❑
髙
橋　

光
夫　

様（
美
里
２
）

　

▼
現
金　

10
万
円

　

 

亡
母（
宮
原
忍
）が
生
前
町
の
お
世
話

に
な
っ
た
た
め
、
ま
ち
づ
く
り
に
役

立
て
て
ほ
し
い
。

❑
匿　

名　

様

　

▼ 

現
金　

70
万
円 

　


学
校
教
育
に
役
立
て
て
ほ
し
い
。

❑
匿　

名　

様

　

▼ 

現
金　

30
万
円 

　


社
会
教
育
に
役
立
て
て
ほ
し
い
。

❑
瀧　
　

昌
之　

様（
札
幌
市
）

　

▼
現
金　

10
万
円

　

 

教
育
振
興
の
資
金
と
し
て
教
材
の
購

入
な
ど
に
活
用
し
て
ほ
し
い
。

❑
金
川
家　

様（
朝
日
１
）

　

▼
現
金　

30
万
円

　

 

亡
母
（
金
川

子
）が
生
前
町
の
お
世

話
に
な
っ
た
た
め
、
ま
ち
づ
く
り
に

役
立
て
て
ほ
し
い
。

❑
成
澤　

保
夫　

様（
泉
３
）

　

▼
現
金　

10
万
円

　

 

亡
母
（
成
澤
楠
子
）が
生
前
町
の
お
世

話
に
な
っ
た
た
め
、
福
祉
に
役
立
て

て
ほ
し
い
。

❑
鬼
丸　

良
子（
故
人
）様（
神
奈
川
県
）

　

▼
琴　

１
張

　

 
児
童
生
徒
の
音
楽
授
業
に
使
っ
て
ほ

し
い
。

地
域
の
良
さ
を
実
感
す
る
日
々

地
域
の
良
さ
を
実
感
す
る
日
々

「
酪
農
体
験
ツ
ア
ー
」に
向
け
て

「
酪
農
体
験
ツ
ア
ー
」に
向
け
て

協力隊通信
青木 花梨さん

地域おこし協力隊
facebook（フェイスブック）
https://www.facebook.com/teshikagachiikiokoshi/

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
の
青
木
花

梨
で
す
。

　

皆
さ
ん
、
ど
ん
な
新
年
を
迎
え
ら

れ
ま
し
た
か
？
私
は
着
任
し
て
３
カ

月
が
経
ち
、
最
近
よ
う
や
く
生
活
が

落
ち
着
い
て
き
ま
し
た
が
、
幼
い
娘

を
連
れ
て
の
移
住
、
そ
し
て
新
し
い

仕
事
…
毎
日
バ
タ
バ
タ
で
気
が
付
い

た
ら
新
年
を
迎
え
て
い
ま
し
た（
笑
）

　

着
任
当
時
、
１
歳
７
カ
月
の
娘
は

ち
ょ
う
ど
人
見
知
り
真
っ
最
中
で
保

育
園
に
預
け
る
も
ど
う
な
る
こ
と
か

と
思
い
ま
し
た
が
、
今
で
は
ニ
コ
ニ

コ
笑
顔
で
楽
し
ん
で
い
る
よ
う
で
、

ほ
っ
と
一
安
心
。保
育
園
の
先
生
に

は
本
当
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

我
が
家
の
大
家
さ
ん
は
最
高
に
お

い
し
い
鹿
肉
を
持
っ
て
き
て
く
れ
る

し
、
私
の
任
務
地
で
あ
る
南
弟
子
屈

で
も
た
く
さ
ん
の
お
す
そ
分
け
を
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。釣
り
た
て
の
生

き
て
い
る
タ
コ
、
手
作
り
の
牛
乳
豆

腐
や
お
漬
物
、
ウ
チ
の
愛
犬
が
お
や

つ
と
し
て
大
好
物
に
な
っ
た
鹿
の
角

ま
で
！

　

私
た
ち
家
族
が
弟
子
屈
に
移
住
し

て
き
た
理
由
の
一
つ
が
人
の
良
さ
で

す
が
、
第
一
印
象
通
り
、
優
し
い
人
が

多
い
な
あ
と
し
み
じ
み
再
確
認
し
て

い
る
日
々
で
す
。

　

さ
て
皆
さ
ん
、
先
ほ
ど
出
て
き
た

牛
乳
豆
腐
っ
て
知
っ
て
い
ま
す
か
？

私
は
、
北
海
道
に
９
年
住
ん
で
い
ま

す
が
先
日
初
め
て
食
べ
ま
し
た
！
牛

の
初
乳
か
ら
作
ら
れ
る
と
い
う
と
っ

て
も
貴
重
な
も
の
で
栄
養
が
豊
富
。

カ
ッ
テ
ー
ジ
チ
ー
ズ
の
よ
う
で
す

が
味
が
濃
厚
で
わ
さ
び
醤
油
で
食
べ

る
と
最
高
に
お
い
し
い
ん
で
す
よ
。

め
っ
た
に
口
に
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
の
で
す
が
、
な
ん
と
新
し
く
始
ま

る
「
南
弟
子
屈
酪
農
体
験
ツ
ア
ー
」
で

味
わ
う
こ
と
が
で
き
ま
す
！

　

ツ
ア
ー
は
前
任
の
協
力
隊
員
と
南

弟
子
屈
地
域
の
住
民
が
協
議
を
重
ね

て
作
り
上
げ
た
も
の
で
、
酪
農
家
さ

ん
の
日
常
の
お
仕
事
を
見
学
し
、
牛

乳
豆
腐
づ
く
り
体
験（
体
験
で
使
う
牛

乳
は
市
販
品
を
予
定
）を
す
る
と
い
う

内
容
で
す
。

　

私
も
モ
ニ
タ
ー
で
参
加
し
ま
し
た

が
、
見
る
も
の
全
て
が
新
鮮
で
興
味

津
々
。間
近
に
牛
を
見
た
だ
け
で
も

テ
ン
シ
ョ
ン
上
が
り
ま
し
た
！
日
頃

口
に
す
る
ミ
ル
ク
は
、
こ
う
ゆ
う
所

か
ら
や
っ
て
く
る
ん
だ
〜
と
い
う
の

が
分
か
っ
て
、
お
子
さ
ん
の
食
育
に

も
お
す
す
め
で
す
よ
。酪
農
の
盛
ん

な
弟
子
屈
に
住
ん
で
い
て
も
、
案
外

牛
舎
の
中
を
見
た
こ
と
の
な
い
人
も

多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？
ツ

ア
ー
詳
細
は
今
後
お
知
ら
せ
し
て
い

き
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
の
参
加
も
お

待
ち
し
て
い
ま
す
！

第 42 号
地域おこし協力隊
Instagram（インスタグラム）
#teshikagram

※ お誕生、お悔やみは、12/1～12/31に弟子屈町に届け出をされた方のうち、掲載を希望された方のみ掲
載しています。弟子屈町以外に届け出をされた方で掲載を希望される方は、役場環境生活課町民係まで
ご連絡ください。

日々の活動
発信中！

は

じ
め
ました

！

は

じ
め
ました

！

毎月１回発行
発行／弟子屈町
編集／まちづくり政策課
☎ 482-2913　fax482-2696　

〒 088-3292　弟子屈町中央２丁目３－１

２
February

・確定申告に行こう！・・・・・・・・
・えこまち通信・・・・・・・・・・
・第 90号町議会だより第４回定例会・
・町税などの納期限／夜間納税窓口開設・
・第 42号協力隊通信・・・・・・・・

今月のクリップ

確
定
申
告
に
行
こ
う
！

(

２
〜
３
ペ
ー
ジ
）

特
集

生の生産現場を体験！

❑
金
川
家　

様（
朝
日
１
）

　

▼
金
屏
風　

１
双

　

 

町
で
活
用
し
て
ほ
し
い
。

❑
橘
田　

榮
子　

様（
湯
の
島
２
）

　

▼
現
金　

３
万
円

　

 

亡
妹
（
橘
田
京
子
）が
生
前
町
の
お
世

話
に
な
っ
た
た
め
、
福
祉
に
役
立
て

て
ほ
し
い
。

❑
北
愛
本
舗
㈱

　

代
表
取
締
役　

西
田　

賢
二　

様

　

▼
摩
周
湖
の
水　

７
２
０
本

　

 

町
の
災
害
備
品
お
よ
び
飲
料
用
と
し

て
活
用
し
て
ほ
し
い
。

❑
ふ
る
さ
と
納
税　

４
８
１
０
件

　

▼
現
金
合
計 

１
億
２
千
７
２
０
万
５
千
円

「気持ちも新たに気持ちも新たに2020歳の誓い歳の誓い」
１月13日に行われた、第71回弟子屈町成人式での１コマで
す。新成人を代表して、佐藤匠さんと阿部奈央子さんが『誓い
のことば』を述べました。

（関連記事22ページ）
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２月18日㈪～３月15日㈮
受付時間／９時～17時

平
成
30
年
分
の
確
定
申
告
が
２
月
18
日
㈪
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

必
要
な
準
備
を
事
前
に
し
っ
か
り
し
て
、
期
限
内
に
必
ず
申
告

す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

確
定
申
告
と
は
、
前
年
の
１
年
間
に
生

じ
た
全
て
の
収
入
か
ら
経
費
を
差
し
引

い
た
所
得
の
金
額
と
、
そ
れ
に
応
じ
た
所

得
税
の
額
を
計
算
し
、
そ
の
年
に
納
め
な

け
れ
ば
い
け
な
い
所
得
税
の
過
不
足
を

清
算
す
る
手
続
き
で
す
。勤
務
先
で
年
末

調
整
を
さ
れ
て
す
で
に
所
得
税
を
清
算

し
て
い
る
方
な
ど
、
一
部
の
方
を
除
い
た

皆
さ
ん
は
必
ず
確
定
申
告
を
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

※ 事業・譲渡所得のある方（卸小売業やサービス業などの事業者や、
土地・建物・株式などの売却がある方）は16時までとなります。

　

医
療
費
控
除
の
対
象
額
は
、
所
得
の

５
％
か
10
万
円
の
ど
ち
ら
か
少
な
い
方

を
超
え
た
部
分
と
な
り
ま
す
。

　

領
収
書
は
、
個
人
ご
と
か
つ
病
院
・
薬

局
ご
と
に
仕
分
け
、
小
計
と
合
計
を
計
算

し
て
か
ら
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
医
療
保
険
者
が
発
行
す
る
も
の

で
必
要
事
項
（
被
保
険
者
な
ど
の
氏
名
、

療
養
を
受
け
た
年
月
、
療
養
を
受
け
た

者
、
療
養
を
受
け
た
医
療
機
関
な
ど
の
名

称
、
被
保
険
者
な
ど
が
支
払
っ
た
医
療
費

の
額
、
保
険
者
な
ど
の
名
称
）
の
記
載
が

あ
る
「
医
療
費
通
知
」
を
添
付
す
る
こ
と

で
領
収
書
の
仕
分
け
や
計
算
を
省
略
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。（「
医
療
費
通
知
」

に
記
載
の
な
い
部
分
は
、
領
収
書
の
仕
分

け
や
計
算
が
必
要
で
す
）

 

収
入
の
確
認
で
き
る
書
類（
源
泉
徴
収

票
や
収
支
内
訳
書
な
ど
）

 

所
得
控
除
に
係
る
証
明
書
な
ど（
生
命

保
険
や
地
震
保
険
な
ど
の
控
除
証
明

書
な
ど
）


印
鑑

 

本
人
名
義
の
銀
行
な
ど
の
口
座
が
分

か
る
も
の（
通
帳
な
ど
）


マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
分
か
る
も
の

※ 
申
告
の
内
容
に
よ
り
、
必
要
書
類
な
ど

が
異
な
り
ま
す
の
で
、
詳
細
に
つ
い
て

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

平
成
30
年
分
よ
り
、
配
偶
者
控
除
と
配

偶
者
特
別
控
除
の
取
り
扱
い
が
左
記
の

表
の
と
お
り
に
変
更
さ
れ
ま
し
た
。

　

合
計
所
得
金
額
が
１
千
万
円
を
超
え

る
所
得
者
に
つ
い
て
は
、
配
偶
者
控
除
の

適
用
を
受
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
こ
と

と
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
配
偶
者
特
別
控
除
の
対
象
と
な

る
配
偶
者
の
合
計
所
得
金
額
が
38
万
円

超
、１
２
３
万
円
以
下
と
さ
れ
ま
し
た
。

　

例
年
ど
お
り
、
２
月
23
日
㈯
、
24
日
㈰

の
２
日
間
、
川
湯
消
防
会
館
で
確
定
申
告

を
受
け
付
け
ま
す
。川
湯
地
区
に
お
住
ま

い
の
方
や
、土
・
日
曜
日
し
か
都
合
が
つ
か

な
い
と
い
う
方
は
、
こ
ち
ら
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

▼ 

受
付
日
時
／

２
月
23
日
㈯　

９
時

30
分
〜
正
午
、13
時
〜
16
時

 

２
月
24
日
㈰　

９
時
30
分
〜
正
午

※ 

24
日
は
午
前
の
み
の
受
け
付
け
と
な

り
ま
す
の
で
、ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　平成30年分の所得税、復興特別所得税の確定申告の相談と申告書の受け付けは、２月18日
㈪～３月15日㈮までとなります。確定申告書は、国税庁のホームページの「確定申告書等作成
コーナー」で作成し、印刷して郵送などにより提出することができます。
　「確定申告書等作成コーナー」には、給与所得や年金所得のみの方専用の初めての方でも操
作しやすい画面もありますので、ぜひご利用ください。（タブレット端末でも利用できます）
① スマートフォンでも申告ができます！
　 　国税庁ホームページの「確定申告書等作成コーナー」では、給与所得（年末調整済み）で、医
療費控除またはふるさと納税などの寄附金控除を適用して申告する方は、スマホ専用画面をご利用いただけます。
②ｅ－Ｔａｘの利用手続きがより便利になります！
　個人納税者の方のｅ－Ｔａｘ利用をより便利にするため、以下の２つの方式が利用できます。
　（１）マイナンバーカード方式
　　　 マイナンバーカードを用いてｅ－Ｔａｘホームページなどから利用を開始し、申告書などのデータが送信

できます。
　（２）ＩＤ・パスワード方式
　　　 マイナンバーカードなどをお持ちでない方については、税務署で職員による本人確認を行った後に発行さ

れたＩＤとパスワードだけで、ｅ－Ｔａｘ（電子申告）で申告できます。ＩＤとパスワードの発行を希望さ
れる方は、本人確認書類（運転免許証など）をお持ちの上、所轄の税務署へお越しください。

　　　手続等の詳しい内容は、ｅ－Ｔａｘホームページ【http://www.e-tax.nta.go.jp】をご覧ください。

❏問い合わせ先　釧路税務署　☎０１５４５０００

釧路税務署からのお知らせ

問い合わせ先／役場税務課課税係☎４８２‐２９１４（課直通）

38 万円以下
（103万円以下）

控除額
（老人
控除）

38 万円
（48万円）

26 万円
（32万円）

13 万円
（48万円）

0円
（0円）配

偶
者
の
合
計
所
得
金
額
（
見
積
額
）

（
給
与
収
入
だ
け
の
場
合
の
配
偶
者
の
給
与
な
ど
の
収
入
金
額
）

38 万円超
85万円以下
（103万円超
150万円以下）

控除額 38 万円 26 万円 13 万円 0円

85 万円超
123万円以下
（150万円超
201 万６千円
未満）

控除額
36 万円
～３万円

24 万円
～２万円

12 万円
～１万円

0円

配偶者控除および

配偶者特別控除の控除額
900 万円
以下

（1,120万円

以下）

900万円超
950 万円
以下

(1,120万円
超、

1,170 万円
以下）

950 万円超
1,000 万
以下

（1,170万円
超、

1,220 万円
以下）

1,000万円
超

（1,220万円
超）

給与所得者本人の合計所得金額（見積額）
（給与所得だけの場合の給与所得者本人の

給与等の収入金額）



5　広報てしかが 2019.2 広報てしかが 2019.2　4

　

小
お

笠
がさ

原
わら

 櫻
さくら

 ちゃん 小
お

笠
がさ

原
わら

 遥
はるか

 ちゃん 山
やま

本
もと

  将
たす

功
く

ちゃん北
きた

﨑
ざき

  雅
まさ

雪
ゆき

 ちゃん 山
やま

名
な

  芽
め

依
い

 ちゃん

忘れていませんか？高齢者肺炎球菌予防接種
　平成30年度高齢者肺炎球菌予防接種助成の申し込み期限が迫っています。
　今年度、助成の対象となるのは、平成31年４月１日までに「65歳」「70歳」「75歳」「80歳」「85歳」「90歳」「95歳」「100歳」に
なる方です。誕生日を迎えていなくても、下の表の誕生日の方であれば助成が受けられます。申込みは、３月15日㈮
までです。過去に１回でも自費で接種している方は助成の対象となりませんのでご注意ください。
　予防接種を希望される方は、ぜひこの機会に接種しましょう。
　 ▼助成対象者

対象年齢（年度年齢） 生年月日など

60～64歳

1954（昭和29）年４月２日～1959（昭和34）年４月１日に生まれた方で、

心臓や腎臓、呼吸器疾患により日常生活が極度に制限されるほどの障

がいがある方。または、免疫機能に障がいがあり、厚生労働省令に定め

られている方。

65歳 1953（昭和28）年４月２日～1954（昭和29）年４月１日に生まれた方

70歳 1948（昭和23）年４月２日～1949（昭和24）年４月１日に生まれた方

75歳 1943（昭和18）年４月２日～1944（昭和19）年４月１日に生まれた方

80歳 1938（昭和13）年４月２日～1939（昭和14）年４月１日に生まれた方

85歳 1933（昭和８）年４月２日～1934（昭和９）年４月１日に生まれた方

90歳 1928（昭和３）年４月２日～1929（昭和４）年４月１日に生まれた方

95歳 1923（大正12）年４月２日～1924（大正13）年４月１日に生まれた方

100歳 1918（大正７）年４月２日～1919（大正８）年４月１日に生まれた方

問い合わせ先／役場健康こども課健康推進係☎４８２‐２９３５（課直通）

2,000円

1,000円

自己負担

　町で実施している「空き家バンク制度」「人財バンク制度」を紹介し
ています。
　１月18日現在、「空き家バンク」で募集している空き家物件は11件
（賃貸１件・売買10件）。今月は「登録番号44物件」を紹介します。
　「人財バンク」に登録されているのは、個人登録８人、団体登録８
団体。今月は、団体登録番号１「弟子屈町役場少年合唱団」を紹介し
ます。
　それぞれの詳しい内容は、町公式ウェブサイトに掲載されてい
ます。ご覧いただき、ぜひ、ご活用ください。

▼空き家バンクホームページ

　http://www.town.teshikaga.hokkaido.jp/20akiya/bukken.html

▼人財バンクホームページ

　http://www.town.teshikaga.hokkaido.jp/35jinzai/index.html
空き家バンク 人財バンク

空き家バンク
登録番号 44

▼場所／美里５丁目24番地37

▼  建物／木造２階建て

　　　　１ＬＤＫ

▼建築年／1983(昭和58）年

▼価格／400万円

人財バンク
団体登録番号１

▼団体名／弟子屈町役場少年合唱団

▼  分野／社会教育・まちづくり・学術・

　文化・芸術・スポーツ

▼  ＰＲ／町長をはじ

め、役場管理職を中

心に結成された団体

で、町文化祭への参

加や公民館でのミニ

コンサートなどを行っています。今後もさまざ

まな場面で活動していきます。

　　　　　　　　空き家バンク／役場まちづくり政策課広報統計係☎４８２‐２９１３（課直通）
　　　　　　　人財バンク／教育委員会社会教育課社会教育係☎４８２‐２９４８（課直通）
問い合わせ先／

▼実施医療機関／摩周厚生病院・布施医院・弟子屈クリニック・美里クリニック・川湯の森病院（予約が必要です）

特定健診・各種がん検診意向調査を行います
　町では、特定健診と各種がん検診の対象となる方に、平成31年度に町で実施する特定健診および各種がん検診
の意向調査を行います。
　弟子屈町の平成29年度の総合健診などの受診状況は、40歳以上の国民健康保険加入者1,517人の中で、特定健
診の受診率が34.4％、40歳以上の町民5,300人の中で、がん検診を受診された方が700人ほどと、健診を受けてい
ない方が多いのが現状です。
　対象となる方はには、町より調査票を郵送していますので、期日までに回答いただきますようお願いします。
　 ▼調査期間／２月１日㈮～２月28日㈭
　※期日までに調査票の回答がなかった方には、個別に連絡をする予定です。

問い合わせ先／役場健康こども課健康推進係☎４８２‐２９３５（課直通）

各種検定・資格取得などに係る経費の一部を助成しています
　町では、地域に貢献できる人材の育成や町内企業の安定的な経営基盤の確保と雇用機会の拡大を図るため、町
内学校に在籍する生徒児童の検定試験受験費用や、町内企業の従事に必要な各種資格・免許などを取得するため
の費用の一部を助成しています。

▼補助対象者／
　　 ①町内の小学校・中学校・高校に在籍する児童・生徒の方　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
②町内企業などに就職しており、５年以上弟子屈町に定住する意思のある方　　　　　　　　　　　　　
③町内で事業を営む会社、その他の団体、個人の方

▼補助対象経費／ 

　　 ①児童・生徒／学校長が推奨する資格取得や検定試験の受験費用　　　　　　　　                                  
②町内企業就職者／事業上必要とする資格・免許などの取得費用　　　　　　　　　　　　　　　　　　
③町内企業など／従業員に取得させる資格・免許などの取得費用

▼補助金の額および補助率／
　　①児童・生徒／補助対象経費の２分の１以内で年５千円以内
　　②町内企業就職者／補助対象経費の２分の１以内で年５万円以内
　　③町内企業など／補助対象経費の２分の１以内で、従業員一人当たり年５万円以内

▼受付期間／随時申請を受け付けしますが、先着順で、予算がなくなり次第、受け付けを終了します。

▼申請方法／ 補助金交付申請書と資格・免許などの概要が分かる書類、経費の支払いが分かる書類などが必要に
なります。詳しくは町公式ウェブサイトをご覧いただくか、担当課までお問い合わせください。

弟子屈町人材育成支援事業補助金

問い合わせ先／役場まちづくり政策課政策調整係☎４８２‐２９１３（課直通）
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　寒いこの時期ならではのイベント、ダイヤモンドダストinＫＡＷＡＹＵが今年も開催されます！

　 ▼日時／２月28日㈭まで　17時～21時

　 ▼場所／川湯園地周辺

　 ▼内容／①ダイヤモンドダストを見よう！(期間中の19時～21時)

　　　　　　川湯神社内でのダイヤモンドダストライトアップ！

　　　　　②灯
ともしび

の森(期間中の17時～21時)

　　　　　　川湯園地にてスノーランタン、アイスキャンドルの設置

　※ 荒天の場合は中止となります。不明な場合は問い合わせください。

　❑問い合わせ先／ダイヤモンドダストinＫＡＷＡＹＵ実行委員会事務局

　　　　　　　　　((一社)摩周湖観光協会内)　☎４８２－２２００

ダイヤモンドダストinＫＡＷＡＹＵ２０１９を開催

えこまち通信

ダイヤモンドダストin KAWAYU実行委員会

温泉そだち野菜のレシピ講習会を開催します

　てしかがえこまち推進協議会 食・文化部会（木名瀬佐奈枝部会長）では、食を通じて地域の魅力向上を目指し活動

しています。活動の一環として、毎年町内事業者の方を対象とした弟子屈産食材のレシピ講習会を開催しています。

　今年は弟子屈産の「温泉そだち野菜」を使用した講習会を開くことになりました。

　ＡＮＡクラウンプラザホテル釧路総料理長の楡
にれ

金
がね

久幸シェフによる料理講習のほか、温泉そだち野菜の特徴や生

産する上での苦労などを包括的に学ぶため、生産者さんにも講義を行っていただく予定です。事業者の皆さんに「物

語のあるメニュー」を提供できるような講習会、また生産者さんと調理・提供する皆さんとの貴重な意見交換の場に

したいと考えていますので、ぜひご参加ください。

▼日時／３月13日㈬　14時～16時30分(受け付けは13時30分から）　 ▼場所／川湯ふるさと館

▼対象・定員／町内の事業者の方（飲食店、宿泊事業者など実践の場をお持ちの方）　先着20人

▼参加料／1,000円

▼申し込み締め切り／ 「温泉そだち野菜レシピ講習会参加希望」とし、氏名、連絡先、店舗名を添えて、３月５日㈫ま

でに下記までお申し込みください。

❑申し込み ・問い合わせ先／てしかがえこまち推進協議会事務局（役場観光商工課観光振興係）

　　　　　　　　　　　　　☎４８２－２９４０（課直通）  ４８２－５６６９　メール ecomachi@masyuko.or.jp

食・文化部会

えこまち通信

　川湯温泉の極寒が造り出す霧氷の杜をバックに、多くのアート作品が展示され

ます。

　2019年で９回目。各方面から注目され、国際的なフェスティバルに育っていま

す。弟子屈の冬をアートで楽しんでみませんか。ぜひご来場ください。

　 ▼日時／２月２日㈯～３月９日㈯　夜明け～21時

　 ▼場所／アートイン極寒藝術伝染装置裏の杜（入場無料）

　■フェスの核となるのは、極寒の森に展開される「雪杜野外美術館」■

　 　全国でも珍しい極寒の野外美術館です。川湯温泉「アートイン極寒藝術伝染

装置」の裏の森で開催されます。

　 　幻想的な夜の杜を、昨年は1,000人以上の方が鑑賞しました。野田智之、関口

恒男、本間純、開発好明など、国内の有名現代アート作家を始めフランス、台湾

の作家作品も展示しています。

　■誰でも参加出来るイベントも充実■　

　 　２月９日からは短編演劇＆パフォーマンスを毎夜連続開催します。短編演劇

を始めワヤンクリ（影絵）、サンドアート、書のパフォーマンス、ジャズ・邦楽・ガムラン演奏など全国から集まるパ

フォーマーの多彩なセッションを楽しめます。メインアートデーには、子どもから大人まで楽しめるアート体験・

パフォーマンスを用意しています。

　　 ▼短編演劇＆パフォーマンス【２月９日㈯～２月27日㈬　20時30分～20分程度】（無料/投げ銭）

　　 ▼レセプションパーティー【２月10日㈰　 18時～】（参加費2,000円）

　 　 ▼メインアートデー【２月11日(月・祝)　13時～17時】（無料）

　　 ○場所／アートイン極寒藝術伝染装置 アートホール　※どなたでも参加できます。

　　　詳しくは弟子屈なび　http://www.masyuko.or.jp　　

　　❑問い合わせ先／ACAF事務局　onsen@gold.ocn.ne.jp

てしかが極寒ARtフェスティバル2019を開催
アート＆アド部会

　ダイヤモンドダスト in ＫＡＷＡＹＵの期間中に「森のスノーパーク」を開催します！

　地元ガイドによるクロスカントリースキーやスノーシューハイク、乗馬体験など、大人も子どもも楽しめるイベン

トです！温かい地場産食材のスープも用意しています。皆さんのご参加をお待ちしています！

　 ▼日時／２月16日㈯　19時～21時　２月17日㈰　10時～13時　

　 ▼場所／川湯エコミュージアムセンターとその周辺　

　 ▼対象者／どなたでも参加できます！（小学生以下は、保護者同伴）　 ▼参加料／無料　 ▼参加申し込み／不要

　★両日実施

　　クロスカントリースキー体験、ツリーイング（木登り）、ティピーテントでたき火（マシュマロ焼きもできる！）

　　カフェ&バル（地元の食材を使ったスープ、飲み物の提供）

　★２月16日㈯　夜の部 19時～21時

　　スノーシューナイトハイク、ガイドによるスライドトークショー、星空観察

　★２月17日㈰　昼の 10時～13時

　　ホーストレッキング（乗馬体験）、イグルー作り、雪あそび（すべり台、ファットバイク、キックスレッドなど）

　※ いずれも参加申し込みは不要ですが、スノーシューナイトハイクは先着順となっています。参加希望の方は、ス

ノーブーツまたは長靴をご持参ください。スノーシューは無料で貸し出します。

　※荒天の場合は中止となります。不明な場合は問い合わせください。

　❑問い合わせ先／てしかがえこまち推進協議会事務局（役場観光商工課観光振興係）

　　　　　　　　　☎４８２－２９４０　メール ecomachi@masyuko.or.jp

　　　　　　　　　イベント当日の連絡先／０９０-２５１２-３１４３（吉田）

「森のスノーパーク」を開催します
エコツーリズム推進部会RainbowHut2019(アート作品)

昨年の灯の森の様子

弟子屈町

はじめました！
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＠teshikaga
友だち募集中！

LINEアプリの「友だち追加」から、
IDまたは QRコードで検索して
ください。

♥
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　12月４日招集の第４回定例会は、６日までの３日間の会期で行われた。町からの提出議案とし
て、専決処分事項の報告１件、条例の一部改正などの単行議案３件、平成30年度各会計補正予算
４件を審議し、それぞれ承認、可決した。
　また、９月定例会において決算審査特別委員会に付託された平成29年度各会計決算認定７件
については、審査意見を付して認定した。
　一般質問については、５人から９問が行われ、町への提案を含む議論が行われた。

審
議
の
あ
ら
ま
し

◆わたしたちの町議会てしかが

決

算

認

定

決

算

認

定

　

第
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に
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し
、
閉
会
中
の
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続
審

査
と
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っ
て
い
た
平
成
29
年
度
弟
子
屈
町
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般
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計
ほ
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６
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の
決
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つ
い

て
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６
日
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２
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間
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認
定
第
６
号
／
平
成
29
年
度
弟
子
屈
町

下
水
道
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

認
定
に
つ
い
て

◎ 

認
定
第
７
号
／
平
成
29
年
度
弟
子
屈
町

水
道
事
業
会
計
決
算
認
定
に
つ
い
て

▼
審
査
意
見

① 

各
公
共
施
設
に
関
し
、
観
光
資
源
と
し

て
も
一
層
の
利
用
促
進
、
活
用
Ｐ
Ｒ
を

図
る
よ
う
に
望
む
。

② 

図
書
館
の
施
設
利
用
経
費
に
つ
い
て

は
、削
減
対
策
の
工
夫
を
望
む
。

③ 

税
お
よ
び
使
用
料
の
徴
収
に
つ
い
て

は
、努
力
の
跡
が
見
ら
れ
る
が
、不
納
欠

損
処
分
を
含
め
、
実
態
に
即
し
た
対
応

に
努
め
、
な
お
一
層
収
納
率
の
向
上
に

期
待
す
る
。

④ 

移
住
対
策
の
推
進
に
つ
い
て
、
Ｐ
Ｒ
の

た
め
の
情
報
発
信
の
促
進
を
望
む
。

⑤ 

水
道
使
用
料
の
滞
納
解
消
に
つ
い
て
、

な
お
一
層
の
改
善
を
望
む
。

⑥ 

各
課
所
管
の
施
設
な
ど
の
管
理
に
つ
い

て
、
巡
回
な
ど
に
よ
る
状
況
把
握
に
努

め
、適
正
な
管
理
を
望
む
。

◎ 

平
成
30
年
度
弟
子
屈
町
一
般
会
計
補
正

予
算（
専
決
第
１
号
）   （
報
告
第
８
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
に
そ
れ
ぞ
れ
１
千

１
２
９
万
円
を
追
加
し
、
総
額
を

80
億
４
千
７
５
７
万
７
千
円
と
し
た
。

　

歳
入
で
は
道
支
出
金
と
繰
入
金
を
、
歳

出
で
は
10
月
28
日
執
行
の
釧
路
地
域
北
海

道
議
会
議
員
補
欠
選
挙
お
よ
び
９
月
６
日

の
胆
振
東
部
地
震
の
長
期
停
電
対
応
に
係

る
費
用
を
計
上
。

◎ 

職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
議
案
第
65
号
）

　

平
成
30
年
の
人
事
院
勧
告
に
伴
う
国
家

公
務
員
の
改
正
に
準
拠
し
、
給
料
表
の
水

準
を
平
均
で
０
・
２
％
（
４
０
０
円
〜

１
５
０
０
円
）引
き
上
げ
、民
間
と
の
差
が

あ
っ
た
初
任
給
を
１
５
０
０
円
、
若
年
層

を
千
円
程
度
の
増
額
改
定
を
行
い
、
期
末

勤
勉
手
当
も
０
・
０
５
カ
月
の
引
き
上
げ

を
行
う
も
の
。

◎ 

弟
子
屈
町
特
別
職
の
職
員
の
給
与
等
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

の
制
定
に
つ
い
て　
　
（
議
案
第
66
号
）

　

一
般
職
の
職
員
の
期
末
勤
勉
手
当
の
改

正
と
同
様
に
、特
別
職（
町
長
、副
町
長
、教

育
長
）の
期
末
手
当
を
０
・
０
５
カ
月
の
引

き
上
げ
を
行
う
も
の
。

◎ 

弟
子
屈
町
議
会
議
員
の
議
員
報
酬
等
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

の
制
定
に
つ
い
て　
　
（
議
案
第
67
号
）

◎ 

平
成
30
年
度
弟
子
屈
町
一
般
会
計
補
正

予
算（
第
４
号
）に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
議
案
第
68
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
か
ら
そ
れ
ぞ
れ

４
千
９
６
１
万
１
千
円
を
減
額
し
、
総
額

を
79
億
９
千
７
９
６
万
６
千
円
と
し
た
。

　

主
な
も
の
で
は
、
胆
振
東
部
地
震
災
害

風
評
被
害
対
策
と
し
て
実
施
す
る
町
民
宿

泊
助
成
事
業
２
０
７
万
３
千
円
と
被
災
地

へ
の
職
員
派
遣
費
用
４
９
万
２
千
円
、
道

路
橋
梁
事
業
の
事
業
確
定
に
よ
る
６
千

４
１
０
万
５
千
円
の
減
額
な
ど
を
計
上
。

◎ 

平
成
30
年
度
弟
子
屈
町
介
護
保
険
特
別

会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
議
案
第
69
号
）

　

制
度
改
正
に
伴
う
シ
ス
テ
ム
改
修
費
な

ど
の
増
額
に
よ
り
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総

額
に
そ
れ
ぞ
れ
１
６
６
万
円
を
追
加
し
、

９
億
５
千
７
３
３
万
８
千
円
と
し
た
。

◎ 

平
成
30
年
度
弟
子
屈
町
後
期
高
齢
者
医

療
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）に
つ

い
て　
　
　
　
　
　
　
（
議
案
第
70
号
）

　

前
年
度
の
広
域
連
合
事
務
費
負
担
金
お

よ
び
今
年
度
の
保
険
基
盤
安
定
負
担
金
な

ど
の
確
定
に
よ
り
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額

補

正

予

算

補

正

予

算

●発行／北海道弟子屈町議会
●編集／弟子屈町議会広報編集特別委員会
　　委 員 長　三上 務
　　副委員長　武山 秀樹
　　委　　員　德永 則行　岩﨑 義人
　　　☎４８２‐２６９５
　　　メール gikai@town.teshikaga.hokkaido.jp

　　　　　　区　分
　会　計　名 補正前 補正額 補正後

一　般　会　計 80億4,757万7,000円 △4,961万1,000円 79億9,796万6,000円

特
別
会
計

介　護　保　険 ９億5,567万8,000円 166万円 ９億5,733万8,000円

平成30年度弟子屈町各会計補正予算

合　計 94億7,723万2,000円 △5,213万6,000円 94億2,509万6,000円

後期高齢者医療 １億2,480万1,000円 △425万9,000円 １億2,054万2,000円

専
決
処
分
事
項
の
報
告

専
決
処
分
事
項
の
報
告

条
例
の
一
部
改
正

条
例
の
一
部
改
正

　

一
般
職
お
よ
び
特
別
職
の
期
末
手
当
と

同
様
に
、
議
会
議
員
の
期
末
手
当
を
０
・

０
５
カ
月
の
引
き
上
げ
を
行
う
も
の
。

か
ら
そ
れ
ぞ
れ
４
２
５
万
９
千
円
を
減
額

し
、１
億
２
千
５
４
万
２
千
円
と
し
た
。

◎ 

平
成
30
年
度
弟
子
屈
町
下
水
道
事
業
特

別
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
議
案
第
71
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
そ
れ
ぞ
れ

７
万
４
千
円
を
追
加
し
、
総
額
を

３
億
４
千
９
２
５
万
円
と
し
た
。

　

歳
入
で
は
繰
越
金
の
増
額
と
繰
入
金
を

減
額
し
、
歳
出
で
は
委
託
料
と
公
課
費
を

減
額
、
浄
化
セ
ン
タ
ー
電
気
料
な
ど
や
胆

振
東
部
地
震
に
よ
る
停
電
対
応
に
要
し
た

費
用
の
増
額
を
行
っ
た
。

３億4,917万6,000円 7万4,000円 ３億4,925万円下水道事業
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◆わたしたちの町議会てしかが

常
任
委
員
会

常
任
委
員
会

所
管
事
務
調
査
報
告

所
管
事
務
調
査
報
告

◎
総
務
経
済
常
任
委
員
会

　

総
務
経
済
常
任
委
員
会
は
、
次
に
よ
り

所
管
事
務
を
調
査
し
た
の
で
、
会
議
規
則

の
規
定
に
よ
り
報
告
す
る
。

▼ 

調
査
事
項
／
道
の
駅
摩
周
温
泉
お
よ
び

大
鵬
相
撲
記
念
館
並
び
に
釧
路
圏
摩
周

観
光
文
化
セ
ン
タ
ー
の
利
用
状
況
な
ど

と
施
設
の
現
地
調
査
、ま
た
、池
の
湯
露

天
風
呂
の
現
状
に
つ
い
て
。

▼ 

調
査
日
・
場
所
／
11
月
14
日
㈬　

議
員

控
室
お
よ
び
現
地

▼
目
的
／
所
管
事
務
を
調
査
す
る
た
め

▼ 

方
法
／
資
料
に
よ
る
聞
き
取
り
調
査
お

よ
び
現
地
調
査

▼
結
果
／

　

道
の
駅
摩
周
温
泉
に
つ
い
て
は
、
目
的

外
使
用
の
問
題
を
ク
リ
ア
す
る
な
ど
し
、

飲
食
の
場
所
の
提
供
や
浴
場
施
設
を
備
え

て
集
客
に
努
め
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
は

な
い
か
。多
く
の
来
館
者
が
街
中
の
情
報

を
手
に
す
る
機
会
と
な
る
た
め
、
競
合
へ

の
配
慮
よ
り
も
多
く
の
利
益
誘
導
へ
つ
な

が
り
は
し
な
い
か
。

　

ま
た
、
駐
車
場
ス
ペ
ー
ス
の
拡
大
を
検

討
し
て
い
る
と
の
こ
と
だ
が
、
現
状
の
来

館
車
両
の
動
線
に
は
危
険
が
伴
っ
て
い
る

と
感
じ
る
の
で
、
引
き
続
き
の
検
討
を
望

む
。

　

大
鵬
相
撲
記
念
館
に
つ
い
て
は
、
集
客

宣
伝
に
つ
い
て
相
撲
そ
の
も
の
を
メ
イ
ン

に
据
え
て
い
く
こ
と
も
必
要
で
は
な
い

か
。ま
た
、展
示
物
の
説
明
書
き
の
多
言
語

化
や
休
憩
ス
ペ
ー
ス
が
あ
っ
て
も
よ
い
の

で
は
な
い
か
。更
に
正
面
入
り
口
付
近
の

お
客
さ
ん
の
目
に
入
る
個
所
の
配
慮
を
望

む
。

　

入
場
券
の
売
券
と
売
上
金
額
の
突
合
は

委
託
者
と
し
て
町
が
確
認
を
行
う
べ
き
で

あ
る
。池
の
湯
露
天
風
呂
は
、藻
類
の
除
去

を
念
頭
に
縮
小
す
る
計
画
が
あ
る
と
の
こ

と
だ
が
、
利
用
者
や
関
係
者
へ
の
周
知
の

上
行
い
、
環
境
が
改
善
す
る
こ
と
で
観
光

客
の
呼
び
込
み
に
寄
与
す
る
こ
と
を
望
む
。

　

釧
路
圏
摩
周
観
光
文
化
セ
ン
タ
ー
に
つ

い
て
は
、
町
民
に
と
っ
て
の
財
産
と
し
て

維
持
し
て
い
く
の
な
ら
ば
、
利
用
度
を
町

民
が
納
得
で
き
る
も
の
に
高
め
て
い
く
必

要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。そ
の
た
め
に

は
、利
用
の
例
示
を
す
る
こ
と
や
、研
修
室

や
和
室
な
ど
、
持
っ
て
い
る
機
能
や
利
用

料
金
の
周
知
を
広
く
、
細
か
く
徹
底
し
て

行
う
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
敷
地
内
遊
休

地
の
利
活
用
を
含
め
、幼
児
、児
童
、生
徒
、

学
生
の
利
用
に
向
け
た
連
携
や
定
期
的
に

町
民
参
加
型
の
イ
ベ
ン
ト
を
行
う
こ
と
も

方
法
で
は
な
い
か
。ま
た
、正
面
入
り
口
と

国
道
の
間
の
前
庭
の
活
用
方
法
に
つ
い
て

も
改
善
の
余
地
が
あ
る
と
考
え
る
。

一
般
会
計
補
正
予
算
総
括
質
疑

９
月
の
胆
振
東
部
地
震
に
お
け
る

一
連
の
災
害
を
受
け
、
今
後
の
当

町
の
防
災
対
策
の
組
織
づ
く
り
な
ど
に
は

何
が
必
要
な
の
か
。

９
月
の
災
害
対
応
に
係
る
振
り
返

り
の
会
議
を

行
い
、
職
員
の
対
応

マ
ニ
ュ
ア
ル
な
ど
の

必
要
な
見
直
し
、
ま

た
、
災
害
派
遣
職
員

の
経
験
を
参
考
に
有

効
な
備
蓄
資
材
な
ど

の
検
討
を
行
う
。

問答

サ
イ
ク
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
つ

い
てサ

イ
ク
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
、
当
町

の
観
光
に
と
っ
て
有
効
な
ツ
ー
ル

だ
と
思
う
が
、
台
湾
と
の
連
携
の
感
触
は

ど
う
か
。弟

子
屈
・
鶴
居
、両
観
光
協
会
と
台

湾
側
と
の
調
印
式
（
台
湾
の
自
転

車
協
会
と
の
友
好
交
流
及
び
観
光
推
進
連

携
協
力
に
関
す
る
協
定
）が
行
わ
れ
、グ
ラ

ン
フ
ォ
ン
ド
に
今
ま
で
以
上
の
人
数
を
送

り
込
み
た
い
と
の
話
も
い
た
だ
い
て
い

る
。台
湾
か
ら
の
誘
客
を
促
進
し
、国
内
需

要
も
喚
起
す
る
Ｐ
Ｒ
を
観
光
協
会
と
共
に

し
て
い
き
た
い
。

問答

弟
子
屈
高
校
給
食
に
つ
い
て

生
徒
の
保
護
者
、特
に
バ
ス
通
学
生

の
保
護
者
負
担
の
軽
減
を
目
的
に
、

弟
子
屈
高
校
の
給
食
は
考
え
ら
れ
な
い
か
。

「
弟
子
屈
高
校
の
魅
力
ア
ッ
プ
」の
た

め
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
当
該
項
目
を

設
け
、調
査
を
行
い
、十
分
に
検
討
し
た
い
。

問答
胆
振
東
部
地
震
の
災
害
派
遣
で
当

町
の
職
員
も
被
災
地
に
赴
い
て
い

る
が
、そ
の
内
容
な
ど
は
。

10
月
と
11
月
に
合
計
５
人
の
職
員

を
鵡
川
町
に
支
援
派
遣
し
て
い

る
。主
な
業
務
は
罹
災
証
明
の
発

行
事
務
な
ど
で
あ
っ
た
が
、
被
災
状
況
や

効
果
的
な
防
災
資
材
に
つ
い
て
の
報
告
会

を
行
う
な
ど
職
員
の
防
災
意
識
の
向
上
に

も
寄
与
し
て
い
る
。

問 職
員
の
災
害
派
遣
に
つ
い
て

町
の
公
用
車
に
つ
い
て

公
用
車
の
老
朽
化
が
目
立
つ
が
、

特
に
走
行
距
離
数
の
か
さ
ん
で
い

る
町
長
公
用
車
を
入
れ
替
え
る
時
期
で
は

な
い
か
。で
き
る
な
ら
、
来
客
な
ど
の
送
迎

に
見
合
う
車
も
用
意
す
べ
き
と
考
え
る
が
。

来
年
度
の
当
初
予
算
に
向
け
、
そ

の
購
入
方
法
も
含
め
検
討
、
協
議

を
行
い
た
い
。

問答

今
回
の
伐
採
木
の
選
定
、
伐
採
面

積
の
調
査
方
法
は
。

日
照
計
算
の
計
算
式
に
よ
る
が
、

最
小
限
度
に
と
ど
め
る
伐
採
面
積

と
し
て
い
る
。

問答 答

酪
農
被
害
に
つ
い
て

９
月
の
ブ
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
に
よ
る

当
町
の
酪
農
被
害
状
況
は
。

乳
牛
の
乳
房
炎
が
３
９
７
頭
、
ま

た
、
そ
れ
が
原
因
で
廃
用
と
な
っ

た
も
の
が
１
頭
で
あ
る
が
、
３
９
６
頭
に

つ
い
て
は
、
回
復
中
。生
乳
の
廃
棄
が
約

４
１
２
㌧
と
な
っ
て
い
る
。

問答

職員間でも情報の共有を

外
国
人
農
業
就
労
者
に
つ
い
て

現
在
町
内
農
家
に
何
人
の
技
能
実

習
生
が
受
け
入
れ
ら
れ
、ま
た
、そ

の
窓
口
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

ベ
ト
ナ
ム
人
の
み
30
人
が
滞
在
し

て
い
る
。受
入
は
釧
路
市
の
民
間

業
者
が
行
っ
て
お
り
、希
望
す
る
農
家
に
会

社
が
紹
介
す
る
か
た
ち
で
行
な
っ
て
い
る
。

問答
現
在
、

別
団
地
付
近
で
行
な
わ

れ
て
い
る
測
量
の
目
的
は
。

北
海
道
の
街
路
事
業
に
係
る
測
量

は
既
に
終
わ
っ
て
お
り
、

別
団

地
の
建
替
え
事
業
に
係
る
測
量
で
あ
る
。

今
年
度
２
棟
を
解
体
し
、
来
年
３
戸
の
建

築
を
行
う
た
め
の
測
量
。

問 　

別
団
地
付
近
の
測
量
に
つ
い
て

答

平成30年度

釧路町村議会
議員研修会

　

釧
路
町
村
議
会
議
員
研
修
会
が
11

月
７
・
８
日
に
、
川
湯
観
光
ホ
テ
ル
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
研
修
会
に
は
、
釧
路
管
内
の
町
村

議
会
議
員
・
議
会
事
務
局
職
員
合
わ
せ

て
約
90
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

講
演
は
釧
路
地
方
法
務
局
の
五
十

嵐
人
権
擁
護
課
長
と
く
し
ろ
サ
イ
ク

ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
服
部
事
務
局
長
、
ま

た
、
２
日

目
に
は
、

北
海
道
町

村
議
会
議

長
会
の
村

川
事
務
局

長
を
招
き

行
わ
れ
ま

し
た
。　

　

五
十
嵐

課
長
は
「
セ
ク
ハ
ラ
」
や
「
パ
ワ
ハ
ラ
」

の
概
念
に
つ
い
て
話
さ
れ
、
服
部
事
務

局
長
は
「
サ
イ
ク
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
の

現
状
や
自
転
車
観
光
の
可
能
性
に
つ

い
て
話
さ
れ
、
村
川
局
長
は
「
町
村
議

会
の
あ
り
方
に
関
す
る
研
究
報
告
書
」

に
対
す
る
全
国
町
村
議
会
議
長
会
の

見
解
や
議
員
報
酬
と
議
員
の
な
り
手

不
足
の
問
題
な
ど
に
つ
い
て
講
演
さ

れ
、
参
加
者
は
皆
、
講
師
の
話
に
そ
れ

ぞ
れ
熱
心
に
耳
を
傾
け
ま
し
た
。

▼
内　

容

〇
１
日
目

・ 

講
演
Ⅰ
『
そ
れ
っ
て「
セ
ク
ハ
ラ
」「
パ

ワ
ハ
ラ
」じ
ゃ
な
い
の
？
』

　

釧
路
地
方
法
務
局

　

人
権
擁
護
課
長  

五
十
嵐　

健
治
氏

・ 

講
演
Ⅱ
『
こ
こ
な
ら
で
は
の
サ
イ
ク

ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
目
指
し
て
！
』
〜

釧
路
管
内
の
特
性
を
活
か
し
た
自
転

車
観
光
を
作
る
〜

　

 

く
し
ろ
サ
イ
ク
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
推

進
協
議
会

　
　

事
務
局
長　

服
部　

政
人
氏

〇
２
日
目

・ 

講
演
Ⅲ
『
議
会
運
営
の
課
題
と
議
会

の
活
性
化
』

　

北
海
道
町
村
議
会
議
長
会

　
　

事
務
局
長　

村
川　

寛
海
氏

研修会の様子

防
災
対
策
に
お
け
る
組
織
づ

く
り
に
つ
い
て

川
湯
駅
前
の
立
木
伐
採
に
つ
い
て

災
害
復
旧
工
事
に
つ
い
て

春
先
の
大
雨
と
融
雪
水
に
よ
る
災

害
復
旧
工
事
と
原
野
の
産
業
廃
棄

物
処
理
施
設
付
近
の
町
道
工
事
と
は
関
係

性
が
あ
る
の
か
。

災
害
復
旧
に
係
る
工
事
は
完
了
し

て
お
り
、
原
野
の
現
場
は
道
路
側

溝
の
擦
り
付
け
で
行
な
っ
て
い
る
も
の
。

問答
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◆わたしたちの町議会てしかが

一
般
質
問

町
は
、
川
湯
駅
前
地
区
に
お
い
て

大
規
模
な
伐
採
工
事
を
行
っ
た

と
こ
ろ
で
あ
る
。し
か
し
、工
事
実
行
の
日

時
、内
容
、安
全
の
確
保
が
自
治
会
や
住
民

に
事
前
通
告
が
な
さ
れ
な
い
ま
ま
工
事

が
進
め
ら
れ
た
こ
と
は
混
乱
を
招
き
、
行

政
の
信
頼
が
揺
ら
い
だ
こ
と
は
事
実
で
あ

る
。
国
立
公

園
内
の
工
事

は
、「
快
適
な

生
活
を
望
む

住
民
」と「
保

全
と
い
っ
た

価
値
観
の
異

な
る
住
民
」

を
取
り
ま
と

め
る
こ
と
も

行
政
の
大
き

な
責
務
と
考
え
る
。今
後
弟
子
屈
町
は
、国

立
公
園
内
の
公
共
工
事
に
対
し
、
事
前
説

明
や
安
全
確
保
な
ど
住
民
と
の
コ
ン
セ
ン

サ
ス
を
ど
の
よ
う
に
築
い
て
い
く
の
か
所

見
を
伺
う
。

副
町
長
答
弁

弟
子
屈
町
が
阿
寒
摩
周
国
立
公

園
を
意
識
し
な
が
ら
公
共
事
業
を
進
め
る

こ
と
は
当
然
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

ま
た
、
国
立
公
園
内
の
公
共
工
事
は
各
所

管
官
庁
と
連
携
し
実
行
し
て
い
る
。川
湯

駅
前
地
区
の
工
事
に
つ
い
て
は
、
大
規
模

工
事
と
の
認
識
が
な
く
、
緊
急
性
を
要
し

た
対
応
で
あ
っ
た
た
め
、
誤
解
を
招
い
た

こ
と
は
事
実
で
あ
る
。今
後
は
、今
ま
で
以

上
に
丁
寧
な
事
業
説
明
を
す
る
な
ど
安
全

確
保
に
努
め
る
。

問 問　

町
営
公
共
工
事
の
安
全
確
保
と
住
民
説
明
に
つ
い
て

 

答　

住
民
の
安
全
と
情
報
伝
達
を
徹
底
す
る

答

三 

上　
　

 

務　

議
員

一
般
質
問

来
年
10
月
消
費
税
率
10
％
の
引
き

上
げ
に
伴
い
、
幼
児
教
育
無
償
化

が
実
施
さ
れ
る
。３
〜
５
歳
児
は
全
世
帯

無
償
化
し
、
０
〜
２
歳
児
は
住
民
税
非
課

税
世
帯
の
み
無
償
化
と
な
る
。そ
の
こ
と

に
よ
り
町
が
行
っ
て
い
る
保
育
料
軽
減
制

度
の
財
源
に
余
剰
金
が
発
生
す
る
と
思
う

が
、
そ
の
余
剰
金
を
使
っ
て
０
〜
２
歳
児

へ
の
町
独
自
の
支
援
が
で
き
な
い
か
。

町
長
答
弁

国
は
平
成
31
年
度
分
の
無
償
化
の

財
源
は
全
額
国
が
負
担
し
、平
成
32
年
度
以

降
に
つ
い
て
は
各
自
治
体
に
そ
の
負
担
の

４
分
の
１
を
求
め
る
と
し
て
い
る
。そ
も
そ

も
消
費
税
引
き
上
げ
に
伴
う
無
償
化
は
、国

が
全
額
負
担
す
べ
き
で
あ
る
。ま
た
内
閣
府

は
給
食
費
は
無
償
化
の
対
象
か
ら
外
し
非

課
税
の
０
〜
２
歳
児
の
み
と
し
て
い
る
。

　

現
在
、国
や
地
方
が
負
担
す
る
無
償
化
の

財
源
が
確
定
し
な
い
現
況
か
ら
は
０
〜
２

歳
児
の
保
育
料
の
町
独
自
の
無
償
化
に
つ

い
て
は
実
施
の
予
定
は
し
て
い
な
い
。し
か

し
今
実
施
し
て
い
る
保
育
料
助
成
や
本
年

度
か
ら
実
施
し
て
い
る
非
課
税
世
帯
を
対

象
と
し
た
教
材
費
、
食
材
費
、
通
園
送
迎
費

な
ど
へ
の
補
助
制
度
は
継
続
し
て
い
く
。

　

幼
児
教
育
や
保
護
者
の
負
担
軽
減
は
ど

う
あ
る
べ
き
か
に
つ
い
て
経
済
的
な
負
担

に
こ
だ
わ
ら
ず
、
引
き
続
き
検
討
し
て
い

き
た
い
。

問　

幼
児
教
育
支
援
、町
独
自
に
で
き
な
い
か

 

答　

現
状
で
は
難
し
い
が
保
護
者
の
負
担
軽
減
は
実
施

問

答

本
町
は
酪
農
・
畑
作
と
豊
か
な
自

然
と
温
泉
に
恵
ま
れ
た
観
光
の

町
で
あ
る
。平
成
26
年
に
農
水
省
と
観
光

庁
は「
農
観
連
携
の
推
進
協
定
」を
締
結
し

た
が
、
本
町
で
は
農
観
連
携
に
つ
い
て
具

体
的
に
ど
う
捉
え
て
い
る
か
。ま
た
阿
寒

摩
周
国
立
公
園
満
喫
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
ど

の
進し

ん

捗ち
ょ
く状

況
は
ど
う
か
。

町
長
答
弁

当
町
で
の
こ
の
農
観
連
携
で
は

事
例
を
示
す
と
①
弟
子
屈
原
野
地
区
の
農

業
体
験
牧
場
、
②
川
湯
地
区
で
の
そ
ば
打

ち
体
験
、
Ｊ
Ａ
摩
周
湖
農
協
開
催
の
農
業

祭
な
ど
、
③「
硫
黄
山
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
」や

「
屈
斜
路
湖
周
辺
の
ト
レ
イ
ル
整
備
」を
通

じ
て
訪
日
外
国
人
を
含
め
旅
行
者
を
農
山

村
へ
呼
び
込
む
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。農

業
と
観
光
は
本
町
の
二
大
産
業
で
あ
り
、

今
後
と
も「
摩
周
和
牛
」や「
葡え

萄び

色
の
旦

よ
あ
け

」

な
ど
新
た
な
製
品
に
取
り
組
み
、
併
せ
て

町
内
産
の
食
材
の
拡
大
も
目
指
し
た
い
。

　

満
喫
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
川
湯
地
区
の

再
整
備
で
の
華
の
湯
ホ
テ
ル
取
り
壊
し
や

硫
黄
山
の
登
山
再
開
が
確
定
し
て
い
る
。

ま
た
屈
斜
路
周
辺
の
農
村
風
景
や
森
林
浴

を
楽
し
め
る
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
取

り
組
み
を
進
め
て
い
く
。水
の
カ
ム
イ
観

光
圏
事
業
で
は
阿
寒
摩
周
地
域
の
バ
ス
運

行
や
町
内
の
拠
点
観
光
地
の
Ｗ
ｉ
‐
Ｆ
ｉ

整
備
、
ア
イ
ヌ
民
俗
資
料
館
の
多
言
語
化

の
整
備
を
実
施
し
て
い
る
。

　

今
後
と
も
各
種
の
事
業
推
進
に
よ
り
来

訪
観
光
客
の
増
加
を
目
指
し
て
い
く
。

問　

 「
農
観
連
携
」や
満
喫
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て

 

答　

農
業
と
観
光
産
業
で
町
内
経
済
の
循
環
を
は
か
る

問

答

地域の子どもたちとブドウを収穫

武 

山　

秀 

樹　

議
員

一
般
質
問

鉄
道
路
線
見
直
し
が
大
き
く
議

論
さ
れ
る
な
か
、
弟
子
屈
町
は
鉄

道
路
線
が
一
次
交
通
の
要
で
あ
る
こ
と

を
、
国
、
道
に
訴
え
て
き
た
。ま
た
、
本
町

は
、
長
年
に
わ
た
り
、
エ
コ
バ
ス
を
運
行

し
、
今
年
度
は
デ
マ
ン
ド
バ
ス
の
試
験
運

行
や
、Ｊ
Ｒ
北
海
道
・
大
手
バ
ス
会
社
と
連

携
し
た
、「
レ
ス
ト
ラ
ン
バ
ス
」の
テ
ス
ト

事
業
も
行
い
、
釧
網
本
線
と
二
次
交
通
連

携
の
重
要
性
を
改
め
て
確
認
し
た
と
こ
ろ

で
あ
る
。そ
こ
で
、町
内
の
二
次
交
通
網
を

将
来
に
向
け
、
ど
の
よ
う
に
構
築
し
て
い

く
の
か
、町
の
考
え
を
伺
う
。

町
長
答
弁

Ｊ
Ｒ
北
海
道
の
路
線
見
直
し
に

伴
う
単
独
で
維
持
困
難
な
路
線
に
釧
網
本

線
も
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
３
月
以

降
こ
れ
ま
で
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み

を
行
っ
て
き
た
。一
次
、二
次
交
通
の
連
携

に
よ
り
、
つ
な
ぎ
目
の
な
い
一
体
的
な
交

通
体
系
を
地
域
全
体
で
進
め
る
こ
と
で
、

観
光
路
線
と
し
て
釧
網
線
の
価
値
も
高
ま

る
と
考
え
る
。ま
た
、高
齢
者
を
中
心
と
し

た
交
通
弱
者
に
対
す
る
公
共
交
通
空
白
地

帯
の
解
消
な

ど
、
課
題
を
解

消
す
る
た
め

の
、「
地
域
公

共
交
通
網
形

成
計
画
」
を
策

定
し
、
公
共
交

通
の
構
築
に

つ
な
げ
て
い

き
た
い
。

問　

 

鉄
道
路
線
を
軸
と
し
た
二
次
交
通
の
将
来
像
に
つ
い
て

 

答　

環
境
、生
活
、観
光
が
一
体
と
な
る
地
域
交
通
の
構
築
を
目
指
す

問

答

子どもたちの健全な成長のため検討を進める

二次交通の在り方を引き続き検討

魅力あるツアーとの連携も（レストランバス）
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◆わたしたちの町議会てしかが

地
域
の
子
ど
も
た
ち
に
食
事
を

提
供
す
る「
こ
ど
も
食
堂
」が
全
国

的
に
増
加
し
て
い
る
。民
間
レ
ベ
ル
で
始

ま
っ
た
取
り
組
み
で
公
共
施
設
、
飲
食
店

を
活
用
す
る
な
ど
運
営
形
態
や
開
催
頻
度

も
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。当
町
で
も
町
か
ら

の
委
託
を
受
け「
待
合
室
み
ち
く
さ
」を
活

用
し
、
子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
推
進
事

業
の
一
環
と
し
て
月
に
一
度
の
ペ
ー
ス
で

「
キ
ッ
チ
ン
み
ち
く
さ
」と
し
て
食
事
の
提

供
を
始
め
た
。し
か
し
な
が
ら
当
該
事
業

は
町
に
対
す
る
国
や
道
か
ら
の
補
助
が
今

年
度
ま
で
と
な
っ
て
お
り
、
来
年
度
か
ら

財
源
の
確
保
が
で
き
な
い
状
況
で
あ
る
。

今
後
、町
と
し
て
の
事
業
の
継
続
・
支
援
を

含
め
た
関
わ
り
方
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

副
町
長
答
弁

子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
の
一
環

と
し
て
町
内
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
組
織
「
待

合
室
み
ち
く
さ
」
に
運
営
を
委
託
し
事
業

実
施
を
し
て
い
る
。今
後
の
子
ど
も
の
居

場
所
づ
く
り
事
業
に
つ
い
て
も
事
業
形
態

に
こ
だ
わ
ら
ず
継
続
し
て
い
き
た
い
。支

援
が
必
要
な
子
ど
も
た
ち
に
必
要
な
支
援

を
つ
な
げ
る
と
い
っ
た
観
点
か
ら
も
大
変

重
要
な
取
り
組
み
と
考
え
る
。

　

さ
ら
な
る
事
業
内
容
の
充
実
や
経
費
の

負
担
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
の
負
担

も
含
め
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問 問　

こ
ど
も
食
堂
に
つ
い
て

 

答　

持
続
可
能
な
取
り
組
み
の
継
続
を
探
っ
て
い
き
た
い

答

待合室みちくさでの「こども食堂」

聴
覚
障
害
者
に
と
っ
て
「
手
話
は

言
語
」
で
あ
る
。こ
の
こ
と
は
健
常

者
に
と
っ
て
は
、
想
像
も
つ
か
な
い
も
の

だ
と
考
え
る
。先
だ
っ
て
の
決
算
審
査
特

別
委
員
会
で
も
取
り
ざ
た
さ
れ
た
が
、
手

話
言
語
条
例
の
あ
る
な
し
に
関
わ
ら
ず
聴

覚
障
害
者
に
関
す
る
施
策
の
充
実
は
進
め

る
べ
き
も
の
で
あ
る
と
考
え
る
。聴
覚
障

害
者
施
策
の
現
状
と
手
話
言
語
条
例
制
定

に
つ
い
て
今
後
の
展
望
、
町
の
考
え
を
伺

う
。

町
長
答
弁

手
話
を
言
語
で
あ
る
と
の
認
識
に

基
づ
き
、
町
民
の
理
解
や
手
話
の
使
い
や

す
い
環
境
整
備
の
推
進
な
ど
、
ま
た
町
民

や
事
業
所
の
責
務
と
し
て
は
、
手
話
へ
の

理
解
を
求
め
る
こ
と
の
ほ
か
、
町
が
推
進

す
る
施
策
に
対
す
る
協
力
を
求
め
る
な
ど

が
あ
り
、
こ
れ
ら
の
条
項
を
定
め
る
こ
と

が
一
般
的
と
な
っ
て
い
る
。本
条
例
の
運

用
に
際
し
て
は
、「
め
だ
か
手
話
の
会
」の

協
力
が
欠
か
せ
な
い
も
の
で
あ
り
、
組
織

の
基
盤
強
化
な
ど
担
い
手
の
育
成
に
つ
い

て
検
討
す
る
と
と
も
に
、
関
連
情
報
の
収

集
な
ど
も
含
め
た
取
り
組
み
に
よ
り
、
進

め
て
い
き
た
い
と
考
え
る
。

問 問　

手
話
言
語
条
例
に
つ
い
て

 

答　

必
要
性
や
永
続
性
を
精
査
し
、判
断
を
し
た
い

答

高 

砂　

弥 

生　

議
員

一
般
質
問

文
化
セ
ン
タ
ー
は
、
釧
路
圏
の
観

光
、
文
化
、
ス
ポ
ー
ツ
を
集
約
し

た
総
合
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ
ラ
ザ
と
し
て
建

設
さ
れ
、33
年
の
月
日
が
経
過
し
た
。現
在

は
使
用
料
収
入
が
、
４
百
万
円
程
度
、
管

理
費
は
人
件
費
、
工
事
費
を
含
め
ず
と
も

６
千
万
円
が
か
か
る
本
町
に
と
っ
て
重
い

公
共
施
設
と
な
っ
て
い
る
。理
事
者
の
方

針
と
し
て
は
、
こ
の
先
10
年
は
維
持
し
て

い
く
と
の
考
え
が
示
さ
れ
て
い
る
が
、
た

だ
経
費
を

た
れ
流
す

の
で
は
な

く
具
体
的

な
施
策
が

必
要
で
あ

る
。
セ
ン

タ
ー
正
面

を
フ
ラ
ッ

ト
化
し
、

基
礎
の
い

ら
な
い
店
舗
ハ
ウ
ス
な
ど
を
活
用
し
、
飲

食
、物
販
な
ど
の
企
業
を
促
し
、20
万
平
方

㍍
も
あ
る
敷
地
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
ワ
イ
ン

製
造
と
町
が
進
め
る
事
業
を
集
約
し
、
企

業
誘
致
に
結
び
つ
け
る
こ
と
を
考
え
る
べ

き
で
あ
る
。町
の
財
政
難
を
考
え
る
時
、何

か
行
動
を
起
こ
す
こ
と
は
で
き
な
い
か
伺

う
。

副
町
長
答
弁

公
共
施
設
管
理
基
本
計
画
で
、
市

街
地
の
集
会
施
設
や
会
館
を
今
後
文
化
セ

ン
タ
ー
に
集
約
す
る
計
画
に
し
て
い
る
。

当
面
は
、
最
低
限
の
補
修
に
よ
り
維
持
し

て
い
く
。各
課
長
を
構
成
員
と
す
る
セ
ン

タ
ー
利
活
用
検
討
会
議
を
開
催
し
て
検
討

し
て
い
く
。本
町
の
公
共
施
設
は
、老
朽
化

し
て
い
る
施
設
が
多
く
多
額
の
修
理
費
を

要
し
て
い
る
状
況
で
あ
り
、今
後
、行
政
で

活
用
を
見
込
め
な
い
土
地
は
売
却
を
検
討

し
て
い
き
た
い
。

問　

 

文
化
セ
ン
タ
ー
お
よ
び
町
有
財
産
の
利
活
用
と
将
来
施
策
に

つ
い
て

 

答　

 

利
活
用
検
討
委
員
会
を
立
ち
上
げ
る答

問

鈴 

木　

康 

弘　

議
員

一
般
質
問

町政・議会はあなたのために…

傍聴手続きは議場入り口の受付簿に

氏名を記載するだけです

～お気軽にお越しください～

次回の『平成31年第１回弟子屈町議会定例会』は、３月上旬開催の予定です

摩周観光文化センター利活用検討会議で検討を進める
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◆わたしたちの町議会てしかが

議長会関係

　10月30～31日　　　北海道議長会平成29年度決算監査（札幌市）
　11月７～８日　　　釧路町村議会議長会議員研修会（弟子屈町川湯温泉）
　11月19～21日　　　第62回町村議会議長全国大会および釧路町村議会議長会道外行政視
　　　　　　　　　　察(東京都・千葉県)
　11月26～27日　　　北海道議長会理事会監査結果報告（札幌市）

委員会関係

　９月25日　　　　　議会広報編集特別委員会
　10月９日　　　　　議会広報編集特別委員会
　11月５～６日　　　決算審査特別委員会
　11月14日　　　　　総務経済常任委員会所管事務調査
　11月26日　　　　　議会運営委員会

一部事務組合関係

　10月15日　　　　　平成30年第２回釧路広域連合議会定例会
　10月30日　　　　　平成30年第２回釧路公立大学事務組合議会定例会

その他

　９月12日　　　　　養護老人ホーム倖和園・特養摩周合同敬老会
　９月17日　　　　　第70回弟子屈市街地区敬老会
　９月30日　　　　　標茶町長選挙当選祝い（標茶町）
　10月２～３日　　　地熱開発事業の系統連携に係る北海道への協力要請（札幌市）
　10月４日　　　　　胆振東部地震に伴う被災市町村への職員派遣出発式
　10月７～８日　　　第30回弟子屈ふる里会「ふる里祭り」（東京都）
　10月13日　　　　　自由民主党北海道第七選挙区支部政経セミナー（釧路市）
　10月14日　　　　　弟子屈・川湯消防秋季合同演習
　10月14日　　　　　アイヌ伝承儀式「第23回イチャルパ」
　10月19日　　　　　道議会議員候補者桐木茂雄出陣式・当選祝い（釧路町）
　10月23日　　　　　釧路町長選挙当選祝い（釧路町）
　10月24日　　　　　鷹栖町議会行政視察受入対応
　11月２日　　　　　元町議会議員池上清子氏葬儀
　11月３日　　　　　平成30年度弟子屈町功労賞表彰式
　11月４日　　　　　泉自治会設立50周年記念祝賀会
　11月５日　　　　　釧路町新旧町長表敬訪問対応
　11月12日　　　　　特別養護老人ホーム摩周運営委員会・摩周厚生病院運営委員会
　11月13日　　　　　弟子屈町水産振興委員会
　11月15～17日　　　関西電力表敬訪問（大阪市）
　11月23日　　　　　国際バルク戦略港湾釧路港国際物流ターミナル完成式及び記念祝賀
　　　　　　　　　　会（釧路市）
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Ｗ
Ｈ
Ｏ（
世
界
保
健
機
関
）は
、
今

年
６
月
に
「
ゲ
ー
ム
障
害
」
を
新

た
に
疾
病
と
認
定
し
た
。診
察
・
治
療
の
特

徴
と
し
て「
日
常
生
活
よ
り
ゲ
ー
ム
優
先
」

「
問
題
が
起
き
て
も
ゲ
ー
ム
を
継
続
す
る
」

こ
と
に
よ
り「
家
族
、社
会
、学
業
、仕
事
な

ど
に
重
大
な
支
障
が
12
カ
月
以
上
続
く
こ

と
」を
い
う
。

　

子
ど
も
は
ゲ
ー
ム
を
し
な
い
と
学
校
で

仲
間
外
れ
に
さ
れ
る
問
題
も
あ
り
、
今
後

ど
の
よ
う
に
父
母
と
連
携
し
て
い
く
の
か

伺
う
。

教
育
長
答
弁

昨
年
度
か
ら
今
年
度
に
か
け
て
、

町
内
小
学
１
年
生
か
ら
高
校
３
年
生
ま
で

を
対
象
と
す
る
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
の

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
し
た
。「
ゲ
ー
ム
を
す

る
時
間
が
２
時
間
以
上
と
回
答
す
る
割

合
」
は
全
体
と
し
て
３
割
か
ら
４
割
と
い

う
結
果
で
あ
っ
た
。教
育
委
員
会
と
し
て

は
、毎
年
小
学
１
年
生
の
保
護
者
に
対
し
、

家
庭
教
育
に
お
い
て
心
が
け
て
い
た
だ
き

た
い
事
柄
を
ま
と
め
た
「
子
ど
も
の
成
長

を
願
っ
て
」の
冊
子
を
配
布
す
る
な
ど
、家

庭
の
教
育
力
の
向
上
に
向
け
た
支
援
や

「
ゲ
ー
ム
障
害
」に
つ
い
て
の
研
究
者
を
お

招
き
し
、教
育
講
演
会
も
開
催
し
て
い
る
。

　

児
童
生
徒
の
望
ま
し
い
生
活
習
慣
の
定

着
に
向
け
て
、
学
校
と
家
庭
が
連
携
し
た

取
り
組
み
を
推
進
し
て
い
く
。

問 問　

「
ゲ
ー
ム
障
害
」の
問
題
に
つ
い
て

 

答　

学
校
と
家
庭
が
連
携
し
て
取
り
組
む答

商
業
統
計
で
は
小
売
商
業
の
現

状
を
５
年
サ
イ
ク
ル
で
分
析
し

て
い
る
が
、
24
年
度
と
29
年
度
を
比
較
し

た
場
合
の
増
減
を
伺
う
。平
成
20
年
、「
厚

生
連
」と「
特
養
」の
経
営
移
譲
に
当
た
っ

て
の「
覚
書
」第
３
条
で
、
食
材
な
ど
の
調

達
は
、
町
内
調
達
に
配
慮
す
る
と
な
っ
て

い
る
が
、
20
年
度
と
29
年
度
を
比
較
し
た

場
合
の
町
内
業
者
と
町
外
業
者
の
購
入
金

額
お
よ
び
割
合
を
求
め
る
。町
が
町
外
業

者
か
ら
直
接
購
入
す
る
衣
料
品
・
文
房
具
・

ス
ポ
ー
ツ
用
品
・
介
護
用
品
・
消
耗
品
・
金

物
な
ど
の
購
入
方
法
と
購
入
額
を
伺
う
。

町
の
地
元
小
売
店
か
ら
の
購
入
金
額
が
少

な
く
な
る
と
当
然
利
益
も
減
る
こ
と
に
な

り
、
所
得
が
減
る
と
国
民
健
康
保
険
税
な

ど
の
値
上
げ
に
つ
な
が
る
。第
５
次
弟
子

屈
町
総
合
計
画
行
政
評
価
の
「
町
民
ア
ン

ケ
ー
ト
」産
業
活
性
化
の
結
果
で
は
、地
域

密
着
型
の
安
心
で
き
る
商
店
の
育
成
の
項

目
に
お
け
る
満
足
度
は
マ
イ
ナ
ス
４
と
、

設
問
中
最
高
の
下
落
で
あ
っ
た
。こ
う
し

た
状
況
に
つ
い
て
考
え
を
伺
う
。

副
町
長
答
弁

町
内
商
店
数
は
36
店
舗
の
減
。特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
に
対
す
る
「
賄

い
材
料
等
」は
、下
処
理
済
み
の
食
材
の
仕

入
れ
が
増
加
し
て
い
る
が
、
一
部
の
食
材

は
こ
れ
ま
で
ど
お
り
地
元
で
購
入
し
て
い

る
。

　

新
年
度
か
ら
町
が
購
入
す
る
商
品
に
つ

い
て
は
、購
入
方
法
も
含
め
、公
平
に
な
る

よ
う
に
各
担
当
課
長
職
が
適
切
に
対
応
す

る
。

問 問　

地
元
商
店
街
か
ら
の
購
入
促
進
に
つ
い
て

 

答　

 

各
担
当
課
長
職
が
適
切
に
対
応
す
る答

地域が安心して生活できる環境づくりを

小 

川　

義 

雄　

議
員

一
般
質
問

 

議
会
の
動
き 

（
９
月
５
日
〜
12
月
４
日
）
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宇宙船が墜落した
惑星は…剣と魔法
の世界！？
　そんなSFと異世
界ファンタジーが
入り混じった惑星
をサバイバル生活
しながら冒険する
お話しです。SF好
きもファンタジー
好きも楽しめる作
品です。

「 
奉
納
百
景
」

小
嶋　

独
観
／
著

「
東
京
輪
舞
」

月
村　

了
衛
／
著

「
カ
ー
リ
ン
グ
女
子
」

田
中　
　

充
／
編

「 『
オ
ホ
ー
ツ
ク
の
村
』も
の
が
た
り
」

竹
田
津　

実
／
著

「 

無
事
に
返
し
て
ほ
し
け
れ
ば
」

白
川　

三
兎
／
著

「  

煮
込
み
料
理
は
フ
ラ
イ
パ
ン
で
」

堤　
　

人
美
／
著

「
パ
パ
の
た
め
の
娘
ト
リ
セ
ツ
」

小
野
寺
敦
子
／
監
修

「
す
ご
く
科
学
的
」

リ
ッ
ク
・
エ
ド
ワ
ー
ズ
ほ
か
／
著

「 

に
ぎ
や
か
な
お
で
ん
」

犬
飼
由
美
恵
／
文

「 

南
極
点
」

関
屋　

敏
隆
／
文

た
く
さ
ん
の
新
刊
が
皆
さ
ん
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
！

お
す
す
め
の
新
刊

お
す
す
め
の
新
刊

伊藤　暖彦／著

☆
特
集
展
示『
木
育
っ
て
何
？
』

　

言
葉
は
聞
い
た
こ
と
あ
る
け
ど
、
ま
だ
、

あ
ま
り
な
じ
み
の
な
い「
木も

く

育い
く

」に
つ
い
て
、

地
元
の
木
育
マ
イ
ス
タ
ー
の
活
動
内
容
を

中
心
に
特
集
す
る
と
と
も
に
、
木
育
マ
イ

ス
タ
ー
が
推
薦
す
る
木
や
森
に
つ
い
て
の

図
書
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

　

弟
子
屈
町
の
森
林
面
積
は
約
５
２
２
平

方
㎞
で
、町
の
面
積
の
67
・
５
％
を
占
め
て

い
て
、
私
た
ち
は
森
に
囲
ま
れ
て
暮
ら
し

て
い
る
の
が
分
か
り
ま
す
。

　

身
近
す
ぎ
て
、
普
段
、
あ
ま
り
気
に
し
て

い
な
い
木
や
森
に
つ
い
て
知
る
機
会
に
し

て
み
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
？

▼
期
間
／
２
月
１
日
㈮
〜
２
月
28
日
㈭

▼
場
所
／
図
書
館
特
集
展
示
コ
ー
ナ
ー

▽ 

今
月
の
休
館
日
／
４
日
㈪
・
11
日
㈪（
建

国
記
念
の
日
）・
18
日
㈪
・
22
日
㈮（
図
書

整
理
日
）・
25
日
㈪

航宙軍士官、冒険者になる航宙軍士官、冒険者になる

移動図書館（図書館バス）

弟子屈警察署
所在地交番

☎４８２‐２１１０

川湯駐在所
☎４８３‐２１５１

自動車運転免許の
更新時講習
期日／２月20日㈬
場所／町公民館

 ▼優良講習／11時30分

 ▼一般講習／13時

 ▼違反講習／９時

 ▼初回講習／14時30分

※ 講習は、警察署で免許更新の手続き

を済ませた後に受講してください。

弟子屈警察署ホームページ　http://www.teshikaga-syo.police.pref.hokkaido.jp

冬道運転の交通事故防止を！

 地 域 安 全地 域 安 全 ニュース
平成31年２月発行　第257号

弟子屈地区防犯協会連合会

☎４８２‐２１１０（弟子屈警察署内）

交番だより　平成31年２月号

　

冬
道
運
転
は
、
天
候
に
よ
り

路
面
状
態
が
急
変
す
る
な
ど
た

い
へ
ん
危
険
で
す
。次
の
こ
と

に
注
意
し
、
安
全
運
転
を
心
が

け
ま
し
ょ
う
！

〇 

ス
ピ
ー
ド
ダ
ウ
ン
と
慎
重

な
運
転
を
！

 

ス
リ
ッ
プ
に
よ
る
交
通
事
故

を
防
止
す
る
た
め
に
、ス
ピ
ー

ド
ダ
ウ
ン
と
路
面
状
況
に
あ

わ
せ
た
慎
重
な
運
転
を
心
が

け
ま
し
ょ
う
。

〇 「
急
」
の
つ
く
運
転
操
作
を
し

な
い
！

 「
急
発
進
」「
急
加
速
」「
急
ブ

レ
ー
キ
」
と
い
っ
た
「
急
」
の

つ
く
運
転
操
作
は
ス
リ
ッ
プ

に
つ
な
が
り
た
い
へ
ん
危
険

で
す
。

　弟子屈町内でポリタンクに入れて保管していた灯油がポリタンクごと盗まれる事件が発生し

ています。今回の事件は被害者が目を離したわずか10分程度の間に発生しています。

　短時間でも油断せず、ポリタンクは鍵のかかる物置などで保管するようにしましょう。

弟子屈町で灯油盗難事件が発生！

違法・迷惑駐車をなくそう！
　

違
法
・
迷
惑
駐
車
は
、
さ
ま
ざ

ま
な
危
険
や
障
害
の
原
因
と

な
っ
て
い
ま
す
！

 

道
路
が
狭
く
な
る
た
め
、通
行

の
妨
害
に
な
り
ま
す
。

 

救
急
車
な
ど
の
緊
急
車
両
の

活
動
を
妨
げ
る
た
め
、
人
命

救
助
に
影
響
を
与
え
ま
す
。

 

除
排
雪
作
業
の
妨
げ
と
な
り
、

皆
さ
ん
の
生
活
に
悪
影
響
が

あ
り
ま
す
。

 

交
差
点
付
近
の
違
法
駐
車
は
、

車
両
や
歩
行
者
の
見
通
し
を

妨
げ
、
事
故
の
原
因
と
な
り

ま
す
。

　本格的な雪の季節となりました。除雪機をお持ちの方、除雪機の保管方法は大丈夫で

しょうか？例年、冬になると道内各地で除雪機の盗難事件が発生します。被害にあわな

いために、除雪機は鍵のかかる車庫などで保管しましょう。

　車庫に保管できない方はワイヤー錠をなどして被害に遭わないようにしましょう！

あなたの除雪機は大丈夫？

　携帯電話に「未納料金がある」などとメールは来ていませんか？これは詐欺のメールです。

　メールに書かれた電話番号に連絡してしまうと「コンビニで電子マネーを買って、裏面の番号を教えて」などと言

われ、購入した金額分を騙し取られてしまいます。このような詐欺の被害は、全道的に老若男女問わず発生していて

注意が必要です。

　ＳＮＳで知人になりすまし、電子マネーを買わせる手口の詐欺も発生しています。「コンビニで電子マネーを買っ

て」は詐欺です！お金を支払う前に、警察や家族に相談しましょう。

コンビニで「電子マネーを買って」は詐欺！

中央２丁目４番１号

☎（よいほんいろいろ
4 4 4 4

）４８２‐１６１６

開館日／火～金曜日　10時～18時
　　　　土・日曜日　10時～17時
休館日／ 月曜日・祝日・第４金曜日（祝日の場

合はその前日）・年末年始・図書整理日

toshokan@town.teshikaga.hokkaido.jp

新刊案内

Ａコース  運行日／２月７日㈭・21日㈭
　　　　　　　　  ３月７日㈭・28日㈭

Ｂコース　運行日／２月14日㈭・28日㈭
　　　　　　　　   ３月14日㈭

摩周丘幼稚園  9:00～10:00
停車場所 停車時間

美留和小学校 10:20～10:50
川湯保育園 11:10～11:30
川湯小学校 12:30～13:00
川湯支所 13:10～13:30
奥春別小学校 14:25～14:55

みはらし台こども館 15:30～16:00

停車場所 停車時間
摩周丘幼稚園  9:00～10:00
弟子屈小学校 10:10～10:40
和琴小学校 12:40～13:00
屈斜路コタン 13:10～13:25
川湯支所 13:45～14:05

わんぱくクラブ・川湯農村センター 14:10～14:30
14:40～15:00川湯温泉駅前
15:30～16:00すずらんこども館

おはなしはらっぱ
☆ 『
移
動
図
書
館
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
』

　

毎
週
木
曜
日
、
移
動
図
書
館
（
図
書
館

バ
ス
）が
絵
本
や
児
童
書
、
小
説
、
料
理
や

裁
縫
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
実
用
書
、
雑
誌
な

ど
約
２
千
冊
を
載
せ
て
、
町
内
各
地
域
を

巡
回
し
て
い
ま
す
。

　

小
学
校
・
保
育
園
が
主
な
巡
回
場
所
に

な
っ
て
い
ま
す
が
、
ど
な
た
で
も
ご
利
用

で
き
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

　
「
図
書
館
で
借
り
て
バ
ス
で
返
す
」「
バ

ス
で
借
り
て
図
書
館
で
返
す
」
こ
と
も
で

き
ま
す
。

※ 

停
車
場
所
・
停
車
時
間
に
つ
い
て
は
、

上
の
運
行
表
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

※ 

悪
天
候
な
ど
で
運
行
を
中
止
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

☆２日／『ねてるこだあれ？』 
　　　　『ふたごのしろくま　くるくるぱっちん』
　　　　『せつぶんワイワイまめまきの日！』
☆16日／『かぜひいちゃった』『てぶくろ』
　　　　『ふたごのしろくま　ねえ、おんぶ』
☆23日／『フローラのもうふ』
　　　   『きつねいろのくつした』
　　　　『かわいいあひるのあかちゃん』

　※９日はお休みします

テーマ『寒くなんかないよ！』

時間／午後１時～　　場所／町図書館

☆移動図書館をご利用ください☆ボランティア
活動

〇
布
絵
本
そ
よ
か
ぜ
活
動
日

　

14
日
㈭
・
28
日
㈭

〇 

図
書
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
日

　

１
日
㈮
・
15
日
㈮

 



21　広報てしかが 2019.2 広報てしかが 2019.2　20

　

弟
子

屈
町
成

人
式
写

真
展
が

１
月
17

日
ま
で

１
階
ロ

ビ
ー
で

開
催
さ

れ
、
昭

和
42
年

か
ら
今

ま
で
行
わ
れ
た

成
人
式
の
集
合

写
真
が
展
示
さ

れ
ま
し
た
。

　

昨
年
か
ら
成

人
式
に
合
わ
せ
展
示
を
行
っ
て
い
て
「
お

母
さ
ん
見
つ
け
た
」「
み
ん
な
若
い
」な
ど

の
声
も
聞
か
れ
、
た
く
さ
ん
の
方
が
訪
れ

て
い
ま
し
た
。

　

町
教
育
委
員
会
主
催
の

ス
ケ
ー
ト
教
室
が
１
月

12
・
13
日
の
両
日
、町
営
ス

ピ
ー
ド
ス
ケ
ー
ト
場
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

冬
期
間
の
子
ど
も
た
ち

の
体
力
向
上
と
、
ウ
イ
ン

タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て

元
気
で
活
力
の
あ
る
子
ど

も
た
ち
を
育
て
る
こ
と
を

目
的
に
、
毎
年
開
催
さ
れ

て
い
る
も
の
で
、
２
日
間

延
べ
71
人
が
参
加
し
ま
し

た
。

　

教
室
で
は
、
９
人
の
ス

ケ
ー
ト
経
験
者
の
指
導
の

も
と
、
ス
ケ
ー
ト
の
滑
り

方
や
転
び
方
な
ど
を
学
習
。子
ど
も
た
ち

は
寒
さ
に
負
け
ず
、
ウ
イ
ン
タ
ー
ス
ポ
ー

ツ
を
元
気
い
っ

ぱ
い
楽
し
ん
で

い
ま
し
た
。

９
○
○
草
原

歩
く
ス
キ
ー
の
集
い

▼ 

日
時
／
２
月
17
日
㈰　

９
時
30
分
集

合
、９
時
40
分
出
発
・
正
午
こ
ろ
終
了

▼ 

集
合
場
所
／
桜
ヶ
丘
森
林
公
園
駐
車

場
▼ 

参
加
料
／
一
般
の
方
５
０
０
円（
傷
害

保
険
料
・
記
念
写
真
代
含
む
）

▼ 

コ
ー
ス
／
桜
ヶ
丘
森
林
公
園
〜
９
○

○
草
原
展
望
台
10
㎞
（
経
験
者
）・
ふ

る
さ
と
林
道
分
岐
５
㎞（
初
心
者
）

▼
申
込
締
切
日
／
２
月
15
日
㈮

❑ 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
／
上
枝
ス

ポ
ー
ツ
☎
４
８
２
‐
２
２
８
５
ま
で
。

※
初
心
者
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

※ 

タ
イ
ム
レ
ー

ス
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

※ 

小
学
生
以
下

の
方
は
、
保
護

者
同
伴
で
参

加
し
て
く
だ

さ
い
。

※ 

気
象
状
況
に

よ
り
コ
ー
ス

を
変
更
す
る

こ
と
が
あ
り

ま
す
。

※ 

歩
く
ス
キ
ー
が
な
い
方
に
は
、
町
教
育

委
員
会
社
会
教
育
課
体
育
振
興
係
で

貸
し
出
し
て
い
ま
す
。同
係
☎
４
８
２

‐
２
９
４
８（
課
直
通
）ま
で
、お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

第
24
回
郵
便
局
長
杯

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

▼ 

日
時
／
３
月
３
日
㈰　

９
時
30
分
競

技
開
始

▼ 

場
所
／
弟
子
屈
小
学
校
体
育
館

▼
競
技
種
目
／
ト
リ
ム
の
部

▼ 

参
加
資
格
／
町
内
在
住
か
勤
務
地
が

町
内
に
あ
る
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

愛
好
者
と
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協

会
員

▼
申
込
締
切
日
／
２
月
25
日
㈪

❑ 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
／
㈱
弟
子

屈
郵
便
局（
佐
々
木
）☎
４
８
２
‐
２
４
４

　

０
ま
で
。

「
摩
周
多
夢
窯
陶
芸
講
座
」

　

お
皿
や
カ
ッ
プ
な
ど
、
自
分
だ
け
の
オ

リ
ジ
ナ
ル
作
品
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼ 
日
時
／
３
月
１
日
㈮　

19
時
〜
20
時

30
分

▼ 

場
所
／
町
公
民

館　

講
堂

▼ 

講
師
／
摩
周
多

夢
窯　

窯
元　

平
出 

隆
子
さ
ん

▼ 

対
象
・
定
員
／
町

民
の
方
・
人
数
制

限
は
あ
り
ま
せ

ん
。

▼
参
加
料
／
１
千
円（
材
料
費
）

▼ 

持
ち
物
／
エ
プ
ロ
ン
・
タ
オ
ル

▼
申
込
締
切
日
／
２
月
22
日
㈮

❑ 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
／
町
公
民

館
☎
４
８
２
‐
２
３
４
０
ま
で
。

　

川
湯
学

級
で
は
、

１
月
10
日

に
農
村
セ

ン
タ
ー
で

「
新
年
の

喜
び
を
語

り
合
お
う
」

を
テ
ー
マ

に
、
新
年

交
流
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム
や
ク

イ
ズ
大
会
な
ど
で
楽
し
ん
だ
ほ

か
、ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
や
歌
で
盛
り

上
が
り
ま
し
た
。

▼
２
月
の
生
き
が
い
講
座

 

川
湯
学
級
／
軽
ス
ポ
ー
ツ
を
学
ぼ
う

▼
日
時
／
２
月
14
日
㈭　

10
時
〜

▼
場
所
／
川
湯
農
村
セ
ン
タ
ー

 

弟
子
屈
学
級
／
芸
術
を
楽
し
も
う
・
陶

芸
教
室

▼ 

日
時
／
２
月
18
日
㈪　

10
時
〜

▼ 

場
所
／
町
公
民
館

　

北
海
道
命

名
１
５
０
年

と
松
浦
武
四

郎
弟
子
屈
町

来
訪
１
６
０

年
目
を
記
念

し
、
弟
子
屈
町

の
小
学
生
７

人
と
引
率
３

人
が
１
月
９
日
か
ら
12
日
に
、
三
重
県
松

阪
市
を
訪
問
し
ま
し
た
。竹
上
松
阪
市
長

や
中
田
教
育
長
を
訪
問
し
、
松
浦
武
四
郎

記
念
館
や
伊
勢
神
宮
な
ど
を
見
学
し
ま

し
た
。

　

今
回
の
交
流
の
目
的
と
な
っ
た
の
が

松
阪
市
立
小
野
江

小
学
校
の
児
童
と

の
交
流
事
業
。
事

前
に
自
分
た
ち
で

作
成
し
た
カ
レ
ン

ダ
ー
を
持
参
し
、

弟
子
屈
町
に
つ
い

て
紹
介
。
続
い
て

小
野
江
小
学
校
の

児
童
か
ら
、
６
年

生
は
創
作
劇
「
武

四
郎
物
語
」、５
年

生
は
ソ
ー
ラ
ン
太

鼓
を
披
露
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

「生きがい講座」で学んでいます

ゲームなどで盛り上がった新年交流会

華やかな写真が勢ぞろい

好天に恵まれスケートを満喫

歩くスキーを楽しみませんか

町
内
の
小
学
生
が

三
重
県
松
阪
市
を
訪
問

公民館ロビー展

❑
全
道
大
会
出
場（
敬
称
略
）

▼ 

第
41
回
全
国
Ｊ
Ｏ
Ｃ
ジ
ュ

ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
カ
ッ

プ
春
季
水
泳
競
技
大
会
北

海
道
予
選
会（
２
月
23
日
か

ら
札
幌
市
）德
永
大
輔（
川
湯

小
学
校
４
年
）今
川
航
太（
同

２
年
）

❑
全
道
大
会
結
果（
敬
称
略
）

▼ 

第
６
回
北
海
道
中
学
生
シ
ン
グ
ル
ス

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
選
手
権
大
会（
12
月
27

日
か
ら
砂
川
市
）
▽
古
舘
杏
菜
（
弟
子

屈
中
学
校
２
年
）個
人
女
子
シ
ン
グ
ル

ス
・
初
戦
敗
退

▼ 

第
45
回
北
海
道
中
学
生
イ
ン
ド
ア
ソ

フ
ト
テ
ニ
ス
選
手
権
大
会
（
１
月
10
日

か
ら
札
幌
市
）
▽
中
原
岬
・
村
山
慶
将

（
以
上
弟
子
屈
中
学
校
２
年
）ダ
ブ
ル

ス
・
初
戦
敗
退

昨年の講座の様子

公
民
館
講
座
の

参
加
者
を
募
集

　

皆
さ
ん
の
知
っ
て
い
る
懐
か
し
い
曲

を
一
緒
に
歌
い
ま
せ
ん
か
。

▼ 

日
時
／
2
月
27
日
㈬　

10
時
〜
11
時

30
分

▼ 

場
所
／
町
公
民
館　

２
階
講
堂

▼ 

講
師
／
更
科 

俊
一
郎
さ
ん

※ 

申
し
込
み
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
の
で

当
日
直
接
お
越
し
く
だ
さ
い
。

❑ 

問
い
合
わ
せ
先
／
町
公
民
館
☎
４
８

　

２
‐
２
３
４
０
ま
で
。

地域の役に立ちたい

今井林業が
枯れ木などを伐採

　今井林業（株）（西村良雄代表
取締役）の皆さんが11月29日、
公民館周辺と役場駐車場の木
を伐採しました。
　倒木の危険のある枯れ木を
機械を使い慎重に作業を行い
ました。これにより、施設周辺
の安全性を確保することがで
きました。

重機を使って作業を実施

武四郎記念館を見学 小野江小学校での交流会

竹上松阪市長を表敬訪問

　

今
年
３
回
目
の
教
室
で
は
、
前
２
回
の

内
容
を
踏
ま
え
、
弟
子
屈
町
の
子
ど
も
た

ち
に
今
必
要
な
体
幹
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
や

補
強
運
動
、
け
が
を
し
な
い
身
体
づ
く
り

な
ど
、実
践
的
な
指
導
を
行
い
ま
す
。

　

現
在
、
ト
ッ
プ
チ
ー
ム
が
実
施
し
て
い

る
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
も
紹
介
し
ま
す
の
で
、

指
導
者
や
保
護
者
の
参
加
も
お
持
ち
し

て
い
ま
す
。

▼
日
時
／
２
月
23
日
㈯

　

 

小
学
生
／
10
時
〜
11
時
30
分

　

 

中
・
高
校
生
／
13
時
〜
15
時

▼
場
所
／
社
会
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

▼ 

内
容
／
体
幹
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
や
補
強

運
動
な
ど

▼ 

講
師
／
釧
路
労
災
病
院　

田
口
暢
秀

理
学
療
法
士　

ほ
か

▼ 

対
象
／
町
内
の
小
学
生
か
ら
高
校
生
、

保
護
者
、指
導
者

▼
参
加
／
無
料

▼
申
込
締
切
日
／
２
月
22
日
㈮

❑ 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
／
町
教
育

委
員
会
社
会
教
育
課
体
育
振
興
係
☎

４
８
２
‐
２
９
４
８（
課
直
通
）ま
で
。

ジ
ュ
ニ
ア
ア
ス
リ
ー
ト

コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ニ
ン
グ
教
室

みんなの活躍を紹介
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町の話題

町の話題

町の話題

　

第
71
回
弟
子
屈
町
成
人

式
が
１
月
13
日
、町
公
民
館

講
堂
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
、町
内
で
成
人
を
迎

え
た
の
は
64
人
。式
典
に
は

そ
の
う
ち
の
50
人
が
出
席

し
ま
し
た
。

　

式
典
で

は
、
新
成
人

を
代
表
し
て

佐
藤
匠
さ
ん

と
阿
部
奈
央
子
さ
ん
が「
常

に
向
上
心
を
持
ち
、後
輩
た

ち
の
手
本
と
な
り
、地
域
に

貢
献
し
て
い
き
た
い
」と
誓

い
の
言
葉
を
読
み
上
げ
た

ほ
か
、三
浦
翔
さ
ん
が
弟
子

屈
警
察
署
の
林
隆
俊
署
長

を
前
に
、交
通
安
全
宣
言
を

行
い
ま
し
た
。

 

　

ま
た
、今
回
は
弟
子
屈
高

校
の
地
域
貢
献
活
動
と
、先

輩
方
へ
の
お
祝
い
の
意
味

を
込
め
て
、生
徒
の
皆
さ
ん

が
司
会
進
行
と
受
け
付
け

を
行
い
ま
し
た
。

　

式
典
に
続
き
、ユ
ー
ス
フ

ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
て
し
か

が（
今
井
慎
也
会
長
）が
中
心

と
な
っ
て
祝
賀
会
を
開
催
。

豪
華
な
景
品
を
目
指
し
た

ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
な
ど
が
行

わ
れ
、新
成
人
の
皆
さ
ん
が

楽
し
み
ま
し
た
。

大人としての新たな一歩喜ぶ
第71回弟子屈町成人式

出席者全員で記念撮影

交通安全宣言を行う三浦翔さん（左） 記念品を受け取る白山翔太さん（右） 記念品を受け取る上野絵里奈さん（右）

司会進行などを行った弟子屈高校の生徒の皆さん
左から谷田さん（３年）、西田さん（３年）、藤田くん（２年）、髙橋くん（２年）

年の初めに防火意識を新たに
弟子屈消防・川湯消防の出初式

　

釧
路
管
内
の
ト
ッ
プ
を
切
っ
て
、
弟
子

屈
消
防
の
出で

初ぞ
め

式
が
１
月
４
日
、
弟
子
屈

消
防
署
前
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

消
防
力
の
充
実
・
強
化
と
、消
防
職
団
員

の
士
気
高
揚
を
目
的
に
、
毎
年
開
催
さ
れ

て
い
ま
す
。式
に
は
、消
防
職
団
員
や
来
賓

な
ど
約
70
人
が
出
席
。役
場
駐
車
場
で
観

閲
式
の
後
、
消
防
団
ラ
ッ
パ
隊
の
先
導
に

よ
る
分
列
行
進
が
行
わ
れ
ま
し
た
。消
防

隊
の
勇
姿
に
、
見
物
に
訪
れ
た
町
民
か
ら

も
拍
手
が
贈
ら
れ
て
い
ま
し
た
。ま
た
、長

年
、
消
防
活
動
に
尽
力
し
て
き
た
消
防
団

員
の
表
彰
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

川
湯
消
防
出
初
式
は
１
月
６
日
、
川
湯

消
防
支
署
前
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

式
に
は
、消
防
職
団
員
や
来
賓
、関
係
者

な
ど
約
40
人
が
出
席
し
、
恒
例
の
は
し
ご

乗
り
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。は
し
ご
乗

り
で
は
、
７
㍍
の
竹
は
し
ご
の
上
で
そ
ろ

い
の
法
被
を
着
た
職
団
員
が
華
麗
な
技
を

披
露
。見
物
し
て
い
た
皆
さ
ん
か
ら
の
声

援
と
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。ま
た
、
長

年
、
消
防
活

動
に
尽
力

し
て
き
た

消
防
団
員

の
表
彰
が

行
わ
れ
、
今

年
１
年
の
防

火
・
防
災
の

意
識
を
新

た
に
し
ま

し
た
。

德永（町長）組合長らが見守る中分列行進を実施（弟子屈消防）

はしご乗りの妙技を披露（川湯消防）
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　第３回ガンバルーン交流会が
11月22日、社会老人福祉センタ
ーで行われました。
　ガンバルーンとは、ガンバル
ーンというボールを使った７種
類のゲームで得点を競うもの。
　当日は町内外から21チーム
（５人１チーム）が参加し、バル

ーンが摩周のサポーターも含め総勢125人で競い合いました。
　白熱したゲームもあり、皆さん楽しく交流でき「最近では一
番楽しかった」という声も聞かれました。
　結果は釧路チームが１位・２位を独占。３位があえーる美羅
尾Ｂチームとなりました。

身体を動かし楽しく交流

第３回ガンバルーン交流会を開催
ゲ
ー
ム
の
前
に
ス
ト
レ
ッ
チ
も

11月22日

　辻谷建設株
式会社（辻谷智
之代表取締役）
の皆さんが11
月28日、水郷公
園 を 訪 れ る
方々に気持ち
よく利用して
いただきたい

と、園内の遊具とあずまやの清掃作業を行いました。
　当日は晴天のもと気持ちよく作業。モップや布巾を使っ
て高いところから遊具のせまい隙間まで手作業で丁寧に清
掃を行いました。

皆さんに安全に気持ちよく

辻谷建設(株)が社会貢献活動
隅
々
ま
で
丁
寧
に

11月28日

　南弟子屈地域活性化
協議会（小澤重則会長）で
は、12月７日に第２回、
１月16日に第３回のW
Ｇ（ワーキンググルー
プ）会議を旧昭栄小学校

で開催しました。
　同協議会では「人が集まり集う 町の玄関口 南弟子屈」を
将来ビジョンとし、南弟子屈地区の活性化を目指して活動
を行っています。会議ではライダーハウス事業、レンタルス
ペース事業、酪農体験事業、飲食事業の４つのプロジェクト
について各代表者から進

しん

捗
ちょく

が報告され、来年度以降の方向
性について全体で協議を行いました。

南弟子屈の未来について協議

第２・３回ＷＧ会議を開催
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
が

12月７日・１月16日

　平成30年度放課後
児童支援員研修会が
12月９日、町公民館講
堂で開催され、町内の
支援員15人が受講し
ました。

　同研修は支援員に必要な知識や技術の習得や課題解決な
ど、資質の向上を目的に開催されました。
　北海道学童保育連絡協議会事務局の竹村早苗さんを講師
として迎え、学童保育の歴史や職場環境整備、学校移転に関
する利点や課題などを中心とした講演が行われました。参
加者からは「あらためて支援員の大切さや子どもたちへの寄
り添い方が分かった」などの声が聞かれました。

今後のクラブ運営への機運を高める

放課後児童クラブ支援員研修会を開催

12月９日

手
作
り
お
や
つ
の
講
習
も

　地場産牛乳のＰＲと販
売促進のため12月13日、
町内の小・中学校へ「摩周
草原 牛のおっぱいミル
ク」およそ560本が振る舞
われました。

　農業生産条件が不利な地域の活性化を図る中山間地域総
合整備事業の一環で行われているもの。町内で唯一、地場産
で生産、加工、販売されている「牛のおっぱいミルク」を多く
の町民の皆さんにに飲んでもらおうと、農協・生産者の協力
で平成22年から毎年実施されています。
　給食の時間に振る舞われ、子どもたちは「すごくおいしい」
「もう飲んじゃった」など嬉しそうに味わっていました。

12月13日

地
場
産
牛
乳
で
乾
杯
！
（
弟
小
）

地場産牛乳を味わう

町内の小・中学校へ「町民還元牛乳」を振る舞い
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　道の駅摩周温
泉で１月１日、恒
例の新春感謝祭
が行われました。
　新春感謝祭は、
道の駅のリニュ
ーアルオープン

後から毎年行われているもので、今年で８回目。正面玄関前
で川湯ばやしが披露されたほか、正面広場では、くじ入りの
餅まき大会が行われ、多くの方でにぎわいました。館内で
は、直売会特製の福袋が販売されたほか、地場産の牛乳やお
汁粉が振る舞われ、来場者の皆さんは、お正月気分を満喫し
ていました。

餅まきや川湯ばやしなどで新年を祝う

道の駅でお正月イベント
た
く
さ
ん
の
方
が
つ
め
か
け
た
餅
ま
き

１月１日

　弟子屈高校（宮﨑円
校長）では、今年３回目
となる「弟子屈探究」が
行われました。弟子屈
ならではの自然や郷土
の魅力を学習する取り

組みで、今回は、川湯エコミュージアムセンターと阿寒摩周
国立公園管理事務所職員のガイドの下、１年生25人が和琴
半島を中心に、スノーシューを履いての散策や、温泉水の採
水などを行いました。
　和琴半島のほか、川湯温泉、道の駅摩周温泉などで採水し
た温泉水は、後日、理科の授業で試薬などを使い成分を分析
し、分類分けなどが行われました。

弟子屈の魅力を再発見

第３回弟子屈探究｜弟子屈高校
晴
天
の
中
、気
持
ち
よ
く
散
策

１月17日

　昭和49年７月から23
年間、町教育委員とし
て、昭和54年10月から18
年間、教育委員長として
の重責を果たされた瀧
昌之さんに、札幌市内の

自宅で、平成30年秋の叙勲（地方教育行政功労）が伝達されま
した。瀧さんは在任中川湯小学校や川湯中学校などの全面改
築や、町図書館や屈斜路コタンアイヌ民俗資料館、川湯屋内
温水プールなど教育施設の整備に尽力。学校薬剤師としても
34年間、児童生徒への薬害対策などの指導に当たりました。
　瀧さんは「身に余る光栄。弟子屈町の将来を担う子どもた
ちが、これからも健やかに育って欲しい」と述べていました。

平成30年秋の叙勲

瀧昌之元町教育委員長へ叙勲伝達

12月20日

表
彰
状
を
手
に（
瀧
さ
ん
・
右
）

　弟子屈小学校（中原
英雄校長）の２年生が
12月20日、「手紙出前
授業」で年賀状の書き
方を学びました。
　同校で５年目とな

るこの授業では、年賀状などの利用が減少傾向にある中、子
どもたちへ日本の手紙文化を伝えています。講師に日本郵
便株式会社北海道支社帯広営業総括本部の石川所長と、補
助講師として弟子屈郵便局の藤原局長が来校し、年賀状の
書き方を指導。児童は熱心に耳を傾け、友だちや家族へ心を
込めた年賀状を書きました。また、消印の意味や全国各地の
変わった郵便局や郵便ポストなども紹介されました。

12月20日

相
手
を
思
い
浮
か
べ
て
…

思いのこもった手書きの年賀状

手紙出前授業を開催｜弟子屈小学校

　特殊詐欺防止・飲酒
運転撲滅啓発年賀はが
き差し出しセレモニー
が12月22日、弟子屈郵
便局（藤原将男局長）で
行われました。

　近年被害が増加している特殊詐欺の防止や悲惨な交通事
故につながる飲酒運転撲滅の啓発を目的としています。年賀
はがきでの啓発活動は６年目を迎え、今回は弟子屈防犯協
会（田中冨士男会長）が主催となり、町内20の会社・団体の協
力のもと実施。はがき裏面は弟子屈警察署によりデザイン
されたものです。セレモニーでは、田中会長から郵便局員に
啓発用年賀はがきが手渡されました。

特殊詐欺・飲酒運転を防ぐ！

特殊詐欺防止・飲酒運転撲滅年賀はがき
会
長
か
ら
は
が
き
を
受
け
取
る

12月22日

　町、町暴力追放運動
推進協議会、弟子屈防
犯協会の主催による平
成30年度 弟子屈町歳末
警戒街頭啓発が12月25
日、町内の大型店舗や

金融機関、道の駅などで行われました。
　昨年は、大雨による水害や地震によるブラックアウトな
ど、今までにないような災害が相次ぎました。この経験を活
かし、災害への備えを普段から心がけることが必要です。
　当日は弟子屈警察署や各地区防犯協会など多くの関係機
関からおよそ30人が参加。いくつかのグループに分かれて
町内を巡回し、啓発品の配布を行いました。

年末も防犯・防災の心得を

歳末警戒街頭啓発を実施
啓
発
品
の
防
災
セ
ッ
ト
を
手
渡
す

12月25日

　長年にわたり市町村
長や市町村職員・議会
議員として地方自治の
振興と発展に貢献され
た方の功績をたたえる
平成30年度北海道社会

貢献賞（自治功労者）を前町議会議員　忠良さんが受賞し、
12月27日に役場応接室にて伝達式が行われました。
　さんは平成12年11月から平成28年11月までの16年にわ
たって町議会議員として地方自治の振興発展に尽力し、地
域住民をはじめとした皆さんから広く信頼を得ていました。
　当日は北海道釧路総合振興局地域創生部 千代紳部長が来
庁し、表彰状と記念品の伝達を行いました。

12月27日

表
彰
状
を
手
に（

さ
ん
・
中
央
）

地方自治の振興と発展に貢献

忠良さんが北海道社会貢献賞受賞

　絵手紙摩周湖年賀
状作品展が今年も弟
子屈郵便局（藤原将
男局長）で１月７日
～22日にかけて開催
されました。
　同展は町内のサー

クル「絵手紙摩周湖」（藤原直美代表）が毎年この時期に開く
恒例行事で、今年は126点の作品を展示。絵手紙の多くは今
年の干支であるイノシシや、お正月・季節に関わる題材で描
かれ、どれも手書きならではのぬくもりのある作品ばかり。
書き手の心のこもった力作が勢ぞろいし、郵便局を訪れる
方を楽しませました。

力作が勢ぞろい

絵手紙摩周湖年賀状作品展を開催
あ
た
た
か
い
手
紙
文
化
を
伝
え
る

１月７日～22日

　平成31年４月１日か
ら新しく開園する幼保
連携型認定こども園ま
しゅうの運営協定調印
式が１月16日、学校法人
弟子屈学園（鈴木幸榮理

事長）と町により行われました。
　認定こども園ましゅうは、現在の町立おひさま保育園の
園舎を活用し、弟子屈学園が設置・運営を行います。調印に
あたって、鈴木理事長は「町民の皆さんや町の理解もあり設
置に至った。幼保連携にしてよかったと言われるよう、一人
ひとりの子ども、町民の皆さんの幸せを願い努力をしてい
きたい」と話しました。

子どもたちの幸せを願って

認定こども園運営協定調印式
鈴
木
理
事
長（
左
）德
永
町
長（
右
）

１月16日

　摩周丘幼稚園（鈴木幸
榮園長）で１月17日、町
主催による食育調理実
習が行われました。同園
では昨年12月26日にも
おにぎりと味噌汁の実

習が行われています。この日は２歳児から年長までの25人の
園児が参加。レトルトのルーを使わない手作りシチューとツ
ナが入ったポテトサラダを作りました。子どもたちは枝豆を
さやから取り出したり、ジャガイモとニンジンをクッキー型
を使ってくりぬいたりして一生懸命調理しました。
　この他にも昨年10月から今年１月にかけて町内の各放課
後児童クラブでお弁当の調理実習が行われています。

楽しくおいしく食を学ぶ

幼稚園で食育調理実習を実施
お
い
し
く
な
あ
れ

１月17日

　平成30年度第５回
弟子屈町地域公共交
通活性化協議会（德永
哲雄会長）が12月19日、
役場委員会室で行わ
れました。

　町では地域交通の確保、維持、改善のため関係機関が連携
してさまざまな事業を行っています。この日は弟子屈えこ
パスポート事業（夏期）の結果報告、弟子屈えこパスポート事
業（冬期）の概要、地域公共交通確保維持改善事業・事業評価、
地域公共交通アンケート調査速報とデマンドバス利用状況
について報告・議論が交わされ、今後の方針や改善すべき点
などについて確認されました。

地域交通の未来を考える

第５回町地域公共交通活性化協議会
町
民
が
利
用
し
や
す
い
環
境
を

12月19日
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競
争
入
札
参
加
資
格
申

請
の
お
知
ら
せ

　

町
が
発
注
す
る
工
事
の
請
負
・
設

計
・
測
量
、地
質
調
査
、物
品
の
購
入
、

製
造
の
請
負
、
借
り
受
け
お
よ
び
役

務
の
提
供
並
び
に
物
品
の
売
り
払
い

に
係
る
平
成
31
・
32
年
度
競
争
入
札

参
加
資
格
申
請
の
受
け
付
け
を
行
っ

て
い
ま
す
。

▼ 

受
付
期
間
／
２
月
15
日
㈮
ま
で

（
土
・
日
曜
日
、祝
日
を
除
く
）

▼ 

受
付
時
間
／
９
時
30
分
〜
16
時
30
分

　

物
品
・
役
務
の
申
請
様
式
は
、町
公

式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
も
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は

町
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

❑ 

受
け
付
け
・
問
い
合
わ
せ
先
／
役
場

　

総
務
課
総
務
係
☎
４
８
２
‐
２
９

　

１
２（
課
直
通
）ま
で
。

町
の
奨
学
生
を
募
集
し

ま
す

　

町
で
は
、大
学
・
短
大
・
各
種
専
門

学
校
・
高
等
専
門
学
校
お
よ
び
高
校

に
在
学
中（
本
年
４
月
入
学
も
含
む
）

の
学
生
、
生
徒
の
う
ち
経
済
的
事
情

の
あ
る
方
に
、
学
資
の
一
部
を
奨
学

金
と
し
て
貸
与
し
て
い
ま
す
。

▼ 

奨
学
生
の
条
件
／

弟
子
屈
町
の

住
民
で
あ
る
こ
と

学
校
教
育
法

に
定
め
る
大
学
、短
大
、各
種
専
門

学
校
、
高
等
専
門
学
校
お
よ
び
高

校
に
在
学
し
て
い
る
こ
と（
本
年

４
月
入
学
予
定
も
含
む
）

経
済

的
事
情
に
よ
っ
て
学
資
の
支
払
い

が
困
難
で
あ
る
こ
と

人
物
、
学

業
と
も
に
優
秀
で
、
か
つ
心
身
と

も
に
健
康
で
あ
る
こ
と

▼ 

奨
学
金
の
貸
与
額
／

　

 


高
校
・
高
等
専
門
学
校
は
月
額

１
万
円
以
内

短
大
・
各
種
専
門

学
校
は
月
額
２
万
円
以
内

大
学

は
月
額
３
万
円
以
内

大
学
（
医
、

歯
、獣
医
学
課
程
）お
よ
び
大
学
院

は
月
額
６
万
円
以
内

▼ 

貸
与
期
間
／
平
成
31
年
４
月
か
ら

卒
業
す
る
ま
で
毎
月
貸
与

▼ 

返
済
期
間
／
卒
業
後
10
年
以
内
に

毎
月
、半
年
ま
た
は
年
毎
に
償
還

▼ 
貸
与
申
請
手
続
き
／
３
月
29
日
㈮

ま
で
に
、次
の
書
類
を
在
学
学
校
長

を
経
由
し
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

 


奨
学
生
志
願
書

奨
学
生
推
薦

書
（
在
学
ま
た
は
出
身
学
校
長
の

も
の
）

学
業
成
績
証
明
書（
平
成

30
年
度
の
も
の
）

入
学
証
明
書
、

ま
た
は
合
格
通
知
書
の
写
し

家

庭
状
況
調
書

健
康
診
断
書

過

去
１
年
間
の
収
入
証
明
書
（
所
得

証
明
書
ま
た
は
源
泉
徴
収
票
な
ど

の
写
し
）

過
去
１
年
間
の
納
税

証
明
書（
保
証
人
と
な
る
方
２
人
分
）

２月　アリーナ一般開放日

文化センターガイド

◎＝全面　　○＝半面　　休＝休館日
（時間帯は18:00～21:00です）

ＰＬＭＢＡバトントワラー

今月の主な行事予定
２・16・24日

釧路江南高校テニス部合宿２日

Ｉ＆Ｍバトンスタジオ３・17日
３日 ソフトテニス協会

日

日
区 

分

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 13 14

17 19 20 21 23 24 25 26 27 28

水 木 月日土 水 木火日土

日金 月 火 木水 月 火 木水日土金土
18

休休
区 

分
火金 金

15 16 22

休休 ○

◎ ◎

○

○ ○

◎◎

月

１月21日現在の予定ですので、一般開放利用を希望する方は、
文化センターにあらかじめお問い合わせください。

▼ 

奨
学
生
の
選
考
と
決
定
／
提
出
さ

れ
た
書
類
に
よ
り
奨
学
審
議
会
で

審
査
の
上
、
教
育
委
員
会
で
決
定

し
通
知
し
ま
す
。

❑  

問
い
合
わ
せ
先
／
町
教
育
委
員
会

管
理
課
☎
４
８
２
‐
２
９
４
５（
課

直
通
）ま
で
。

弟
子
屈
音
頭
の
練
習
会

に
参
加
し
ま
せ
ん
か

　

弟
子
屈
町
文
化
協
会
弟
子
屈
音
頭

月
の
摩
周 

普
及
保
存
部
で
は
、
ふ
る

さ
と
の
踊
り
「
弟
子

屈
音
頭
」の
練
習
会

を
行
い
ま
す
。皆
さ

ん
も
参
加
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

▼ 
日
時
／

　
・
２
月
21
日
・
３
月

石
綿
関
連
疾
患
の
労
災

補
償
制
度
に
つ
い
て

　

中
皮
腫
や
肺
が
ん
な
ど
を
発
病

し
、
そ
れ
が
労
働
者
と
し
て
石
綿
被

ば
く
露
作
業
に
従
事
し
て
い
た
こ
と

が
原
因
で
あ
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
た

場
合
に
は
、
労
働
者
災
害
補
償
保
険

法
に
基
づ
く
各
種
保
険
給
付
や
石
綿

に
よ
る
健
康
被
害
の
救
済
に
関
す
る

法
律
に
基
づ
く
特
別
遺
族
給
付
金
が

支
給
さ
れ
ま
す
。石
綿
に
よ
る
疾
病

は
、
石
綿
を
吸
っ
て
か
ら
非
常
に
長

い
年
月
を
経
て
発
病
す
る
こ
と
が
大

き
な
特
徴
で
す
。中
皮
腫
な
ど
で
お

亡
く
な
り
に
な
ら
れ
た
方
が
過
去
に

石
綿
業
務
に
従
事
さ
れ
て
い
た
場
合

問い合わせ先
釧路圏摩周観光文化センター　☎４８２‐１８１１

 

21
日
㈭
い
ず
れ
も
19
時
〜

▼ 

場
所
／
社
会
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

❑  

問
い
合
わ
せ
先
／
弟
子
屈
音
頭 

月

の
摩
周 

普
及
保
存
部　

舘
☎

　

０
９
０
‐８
８
９
５
‐０
４
６
３
ま
で
。

保
健
所
で
心
の
健
康
相

談
を
行
っ
て
い
ま
す

　

釧
路
保
健
所
で
は
、保
健
師
や
精
神

科
医
師
に
よ
る
心
の
健
康
相
談（
精
神

保
健
福
祉
相
談
）を
行
っ
て
い
ま
す
。

▼ 

保
健
師
に
よ
る
相
談（
電
話
・
面
接
）

　

 

／
月
〜
金
曜
日
の
９
時
〜
17
時

▼ 

精
神
科
医
師
に
よ
る
相
談（
面
接
）

　

／
２
月
15
日
㈮　

14
時（
要
予
約
）

▼
場
所
／
釧
路
保
健
所

❑ 

予
約
・
問
い
合
わ
せ
先
／
釧
路
保

健
所
健
康
支
援
係
☎
０
１
５
４


５
８
２
５（
代
表
）ま
で
。

（広告）
毎週日曜日の一般開放では、バスケットゴールと
ミニテニスかテニポンを設置します！

に
は
、
労
災
保
険
給
付
な
ど
の
支
給

対
象
と
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
の

で
、
最
寄
り
の
都
道
府
県
労
働
局
ま

た
は
労
働
基
準
監
督
署
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

❑ 

問
い
合
わ
せ
先
／
北
海
道
労
働
局

労
働
基
準
部
労
災
補
償
課
☎

０
１
１
‐
７
０
９
‐
２
３
１
１(

内

線
３
５
９
０
）ま
で
。

職
業
能
力
開
発
促
進
セ

ン
タ
ー
受
講
生
募
集

　

釧
路
職
業
能
力
開
発
促
進
セ
ン
タ
ー

で
は
、４
月
受
講
生
を
募
集
し
ま
す
。

▼ 

対
象
／
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
求
職
の

登
録
を
し
て
い
る
方

▼
定
員
／

 

建
設
荷
役
車
両
運
転
・
20
人

 

ビ
ジ
ネ
ス
ワ
ー
ク
科
・
15
人

▼ 

申
込
受
付
期
間
／
２
月
１
日
㈮
〜

３
月
１
日
㈮

▼
見
学
会
／
２
月
15
日
㈮
・
22
日
㈮

▼
選
考
日
／
３
月
７
日
㈭

▼ 

訓
練
期
間
／
４
月
１
日
㈬
〜
９
月

27
日
㈮

▼ 

費
用
／
２
万
円
程
度（
テ
キ
ス
ト

代
）

❑ 

申
込
先
／
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
釧
路
☎

０
１
５
４

１
２
０
１
ま
で
。

❑ 

問
い
合
わ
せ
先
／
北
海
道
職
業
能

力
開
発
促
進
セ
ン
タ
ー
釧
路
訓
練

セ
ン
タ
ー
☎
０
１
５
４

５
９
３

　

８
ま
で
。

交
通
事
故
被
害
者
援
護
制

度
を
ご
存
じ
で
す
か

　

自
動
車
や
バ
イ
ク
の
事
故
に
よ
る

重
度
後
遺
障
害
な
ど
で
介
護
を
要
す

る
方
に
は
、
月
額
２
万
９
千
２
９
０

円
〜
13
万
６
千
８
８
０
円
を
支
給
し

ま
す
。ま
た
、自
動
車
や
バ
イ
ク
事
故

で
保
護
者
を
亡
く
さ
れ
た
児
童
な
ど

を
対
象
と
し
た
会
費
無
料
の
友
の
会

を
運
営
し
、
旅
行
会
や
絵
画
、
書
道
、

写
真
コ
ン
テ
ス
ト
を
実
施
し
て
い
ま

す
。交
通
遺
児
に
対
す
る
育
成
資
金

の
無
利
子
貸
し
付
け
を
行
っ
て
い
ま

す
。詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

❑ 

問
い
合
わ
せ
先
／
自
動
車
事
故
対

 今月の休館日
　（ ４、５、 12､ 13、
14、18、19、25､
26日）

10時～17時（水・木・金・土・日）

 小・中・高校生／無料

一般／540円（税込み）

毎月第２・４土曜日は
無料開放日！

☎４８３４８３‐２０７２２０７２
２月

開館時間館時間休館日館日

利用料用料

がんばれ水泳教室（25メートル泳げる成人）

　◇日時／１、⑥、８、15、⑳、日

14時～14時45分

※○は送迎バスあり（13時05分　公民館前発）

水中運動教室（一般成人）

　◇日時／⑦、、28日

14時～14時45分

※○は送迎バスあり（13時05分　公民館前発）

水中ジョギング教室（一般成人）

　◇日時／６、20､ 27日　　　　　10時30分～11時15分

幼児・小学生父母教室（幼児・小学生教室参加の保護者）

　◇日時／２、９、16日　　　　　　　10時30分～正午

小学生水泳教室（町内の小学生）

　◇日時／２、９、16日　　 　　  10時30分～11時10分

フリー教室（町内在住の方）

　◇日時／ １、２、３、７、８、９、10、15、16、17、

21、28日　

木・金曜日　10時～正午

土・日曜日　13時～15時

選手コース（摩周スイミングスクール所属）

　◇日時／ １、２、３、６、７、８、９、10、11、15、

16、17、20、21、27、28日　　　　　　　　

　　　水・木・金・土・日曜日　15時～17時

※ 上記はあくまでも各教室のお知らせです。一般の方
も、ぜひ、お気軽にプールをご利用ください。

※ 幼児・小学生の水泳教室は
定員となりました。

※ 今月は上記のとおり予定していますが、２月より監

視歩廊スラブ剥離工事を予定しています。工事が始

まると、プールは休館になります。

　　工事日程・休館については、館内掲示板・町公式ウ

　ェブサイトなどでお知らせします。工事期間中はご

　迷惑をおかけしますが、ご協力をお願いします。

策
機
構
釧
路
支
所
☎
０
１
５
４


７
０
２
１
ま
で
。

視
覚
障
が
い
者
の
方
へ

選
挙
情
報
を
提
供

　

北
海
道
で
は
、視
覚
障
が
い
の
あ
る

方
に
向
け
た
点
字
版
の
選
挙
の
お
知

ら
せ
や
道
政
広
報
誌
な
ど
を
作
成
し

て
い
ま
す
。公
共
施
設
や
福
祉
団
体
へ

配
布
し
て
備
付
け
て
い
る
ほ
か
、希
望

さ
れ
る
方
に
は
点
字
版
資
料
を
送
付

し
て
い
ま
す
の
で
、お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

❑ 

問
い
合
わ
せ
先
／
北
海
道
選
挙
管

理
委
員
会
☎
０
１
１
‐
２
０
４
‐

５
１
５
３
ま
で
。

釧根地区小学生バトミントン大会23日
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出張年金相談所が
開設されます

★日時／３月１日㈮　10時30分～14時
　　　　　　　　　　（受け付けは13時30分まで）
★場所／町公民館
★主催／釧路年金事務所
★予約受け付け
　２月22日㈮まで（完全予約制）
❑予約・問い合わせ先
　釧路年金事務所
　　☎０１５４６０００
　　　（お客さま相談室）
　※ 年金相談の予約をするた
めには、基礎年金番号をご
確認の上、釧路年金事務所へご連絡ください。後日、予約確
認・添付書類などの連絡を行います。

問い合わせ先／摩周ウインターフェスタ実行委員会（弟子屈町商工会内）☎４８２‐２２５９

寒中焼肉チケット（前売り1,000円）販売中！
（当日1,200円）

焼肉１人前・ドリンク１杯・お楽しみ抽選券

２月９㈯
11時スタート

雪像コンテスト

　全道氷上綱引き大会

子どもお菓子まき

ジャガイモ拾い

馬木（バギー）そり

ジャンボ滑り台

お楽しみ抽選会

摩周冬空花火（20時30分ころ）

２月10㈰
  ９時スタート

雪像コンテスト

　全道氷上綱引き大会

ジャガイモ拾い

馬木（バギー）そり

ジャンボ滑り台

　　　　※ 天候によりイベント内
容が一部変更・中止に
なることがありますの
で、ご了承ください。

【共通】

◆作業内容／工場内での菓子製造作業

◆休日／土日､年末年始(時期により土曜出勤有）

◆待遇／雇用･労災･健康･厚生年金･有給休暇

内職募集もあります
詳しくはお問い合わせください

（広告）

長谷製菓株式会社
弟子屈町摩周２丁目４-７　☎（015）482-1212
　　　　　　　　　　　　　　　　（担当：中居）

【社員】

◆年齢／18歳以上  ◆賃金／社内賃金規定による

◆作業時間／8:00～17:00（早出・延長有）

【パート社員】

◆年齢／18歳以上  ◆時給／835円～

◆作業時間／8:30～16:30（時期により延長有）
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入居者を募集します町 宅住営

公募対象住宅一覧表
月額住宅料建設年度 規　模 戸 数 備　考団　地　名　・　構　造

24,300～36,200円Ｈ９ ３ＬＤＫ １ 79.5㎡（２軒長屋）美留和団地（準耐火平屋）

　役場では、次の期間で町営住宅入居者を募集します。入居者は、条件を備えている方から、困窮度などに応じて
決定します。
▶受付期間／２月１日㈮～２月８日㈮（土・日・祝日は除く）
▶受付窓口／役場建設課管理係・川湯支所
▶入居時期／３月上旬～中旬の予定
▶入居敷金／住宅料（月額）の３倍の額、単身者用住宅は60,000円（住宅料の２倍）の額
※ 入居要件、入居基準など、詳しくはお問い合わせください。
※ 入居しようとする方、同居しようとする親族などが暴力団員である場合は、入居が認められません。
❑問い合わせ先／役場建設課管理係☎４８２‐２９４１（課直通）まで。

10,000～14,900円Ｓ53 ３ＤＫ ２ 57.0㎡（４軒長屋）南弟子屈団地（簡易耐火平屋）
緑団地（簡易耐火平屋） Ｓ54 ３ＤＫ 10,900～16,200円 １ 59.1㎡（４軒長屋）

月額共益費

-
-
-

12,700～18,100円Ｓ55 ３ＤＫ １ 66.5㎡（４軒長屋）緑団地（簡易耐火平屋） -
緑団地（耐火中層・４階建） Ｈ３ ３ＤＫ 20,700～30,900円 １ 72.2㎡（３階）2,030円

24,900～37,100円Ｈ８ ３ＬＤＫ １ 74.9㎡（２階）泉団地（耐火中層・３階建）
22,900～34,100円Ｈ26 ２ＬＤＫ ２ 68.3㎡（４軒長屋）泉ヶ丘団地（木造平屋）

220 円
80 円

注１　場合によっては募集内容を変更することがありますので、あらかじめご了承願います。
注２　各部屋の照明や給湯器、暖房器具などは、入居される方が必要に応じて用意することになりますので、あらかじめご了承願います。
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（広告）

[職種]   　 　  【お掃除係】　　　【食器洗浄係】
[勤務時間]  10:30~13:00くらい　18：20~21：00くらい

[募集人数]  　　 ２～３人　　　  　 １～２人

[勤務日数] 閑散期 週０～１日／繁忙期 週１～５日

[時給]　　  900円+交通費～

　　　　　お仕事の習熟度に応じてＵＰします。

[条件]　　 車で通勤できる方、やる気・責任感のある方。

　　　　　お持ちの携帯電話等でメールを使える方。

　　　　　（シフトをメールで連絡します）

　　　　　  （メールが不安な方もサポートします）

[応募]　    メールまたは電話で連絡をください。

　　　　　 冬季の通勤等をご心配される方も、忙しく

なるのは春以降なので、

　　　　   ご相談ください。

　　　       履歴書をご用意くだ

　　　　　さい。（写真は不要です）

[その他]　 詳細は面談にて

☎（015）482-2622 (担当 馬場)
札友内原野52線30番地3

https://www.polaris-hokkaido.com/
staff03@polaris-hokkaido.com

ペンション　ぽらりす

　ペンションのお仕事を
　　　　　　手伝ってください！

※  お子様連れでの
　お仕事もご相談ください。

－－－－－－－－－－　以下は共通です　－－－－－－－－－－



31　広報てしかが 2019.2 広報てしかが 2019.2　30

日 月 火 水 木 金 土

１２

３４５６７８９

10 11 12 13 14 15 16

17 18 19 20 21 22 23

24 25 26 27 28
■問い合わせ先／健健康こども課☎482-2935 町環境生活課☎482-2934 税税務課☎482-2914 開おひさま保育園☎482-2444 子子育て支援センター「ひなたぼっこ」☎482-5667

建国記念の日

子子 育 育 ひなたぼっこ開放ひなたぼっこ開放
　 「午前０～３歳｣　 「午前０～３歳｣
（子育て支援セ（子育て支援セ
ン タ ー・9:30～ン タ ー・9:30～
11:30／ 14:00～11:30／ 14:00～
16:30）16:30）

子子 育 育 ひなたぼっこ開放ひなたぼっこ開放
　 「午前０～３歳｣　 「午前０～３歳｣
（子育て支援セ（子育て支援セ
ン タ ー・9:30～ン タ ー・9:30～
11:30／ 14:00～11:30／ 14:00～
16:30）16:30）
町町 民 民 行政相談（公民館行政相談（公民館
　・13:00～15:00）　・13:00～15:00）

子子 育 育 ひなたぼっこ開放ひなたぼっこ開放
　 「午前０～３歳｣　 「午前０～３歳｣
　（子育て支援セン　（子育て支援セン
　ター・9:30～11:30　ター・9:30～11:30
　／14:00～16:30)　／14:00～16:30)
催催 し し ダイヤモンドダストダイヤモンドダスト
　inＫＡＷＡＹＵ（川　inＫＡＷＡＹＵ（川
　湯園地周辺）　湯園地周辺）
　【2/28日まで】　【2/28日まで】

  ……記号の見方…………記号の見方……
健健
  康康 ～健診や子育て相～健診や子育て相
　　 談など　　 談など

町町 民 民 ～行政相談、人権～行政相談、人権
　　 相談　　 相談
開開 放 放 ～保育園開放など～保育園開放など
子子 育 育 ～子育て支援セン～子育て支援セン
　　 ター開放など　　 ター開放など
税税務務 ～税の納期など～税の納期など
催催 し し ～イベント､その他～イベント､その他

開開 放 放 保育園開放「遊んＤ保育園開放「遊んＤ
　ａｙ」（おひさま保育園　ａｙ」（おひさま保育園
　／川湯保育園・9:00　／川湯保育園・9:00
　～）　～）
健健
  康康 乳児・３歳児・４歳乳児・３歳児・４歳
　半児健診（福祉セン　半児健診（福祉セン
　ター・9:15～）　ター・9:15～）
健健
  康康 フッ素塗布（福祉セフッ素塗布（福祉セ
　ンター・10:00～）　ンター・10:00～）

子子 育 育 親子遊び「雪遊び親子遊び「雪遊び
　しよう」（おひさ　しよう」（おひさ
　ま公園・10:00～　ま公園・10:00～
  11:30）  11:30）
　【要事前申し込み】　【要事前申し込み】

午後の開放なし午後の開放なし

子子 育 育 ひなたぼっこ開放ひなたぼっこ開放
　 「午前２～３歳｣　 「午前２～３歳｣
　（子育て支援セン　（子育て支援セン
　ター・9:30～11:30　ター・9:30～11:30
　／14:00～16:30)　／14:00～16:30)

子子 育 育 ひなたぼっこ開放ひなたぼっこ開放
　 「午前０～３歳｣　 「午前０～３歳｣
　（子育て支援セン　（子育て支援セン
　ター・9:30～11:30　ター・9:30～11:30
　／14:00～16:30)　／14:00～16:30)
町町 民 民 人権相談（川湯消人権相談（川湯消
　防会館・13:00～　防会館・13:00～
  15:00）  15:00）

子子 育 育 ひなたぼっこ開放ひなたぼっこ開放
　 「午前０～３歳｣　 「午前０～３歳｣
　（子育て支援セン　（子育て支援セン
　ター・9:30～11:30　ター・9:30～11:30
　／14:00～16:30)　／14:00～16:30)

開開 放 放 保育園開放「遊んＤ保育園開放「遊んＤ
　ａｙ」（おひさま保育園　ａｙ」（おひさま保育園
　／川湯保育園・9:00　／川湯保育園・9:00
　～）　～）
子子 育 育 ひなたぼっこ移動開ひなたぼっこ移動開
　放「０～３歳｣（川湯　放「０～３歳｣（川湯
　ふるさと館・9:30～　ふるさと館・9:30～
  11:30）  11:30）
健健
  康康 ベビーマッサージベビーマッサージ
　教室（子育て支援　教室（子育て支援
　センター・13:00～）　センター・13:00～）

催催 し し 森のスノーパーク森のスノーパーク
　 川湯ＥＭＣ・その　 川湯ＥＭＣ・その
    周辺・10:00～13：00）    周辺・10:00～13：00）

子子 育 育 ひなたぼっこ開放ひなたぼっこ開放
　 「午前０～１歳｣　 「午前０～１歳｣
　（子育て支援セン　（子育て支援セン
　ター・9:30～11:30　ター・9:30～11:30
　／14:00～16:30)　／14:00～16:30)
健健
  康康 健康相談（役場・健康相談（役場・
　10:00～16:00）　10:00～16:00）
健健
  康康 母子手帳交付（役母子手帳交付（役
　場・10:00～16:00）　場・10:00～16:00）

子子 育 育 ひなたぼっこ開放「午ひなたぼっこ開放「午
　前０～１歳｣（子育て　前０～１歳｣（子育て
　支援センター・9:30　支援センター・9:30
　～11:30／14:00～　～11:30／14:00～
  16:30）  16:30）
健健
  康康 健康相談（役場・10:健康相談（役場・10:
  00～16:00）  00～16:00）
健健
  康康 母子手帳交付（役場母子手帳交付（役場
　・10:00～16:00）　・10:00～16:00）
税税 務 務 国民健康保険税９国民健康保険税９
　期、後期高齢者医療　期、後期高齢者医療
　保険料９期、介護保　保険料９期、介護保
　険料５期納期限　険料５期納期限

子子 育 育 ひなたぼっこ開放ひなたぼっこ開放
　 「午前２～３歳｣　 「午前２～３歳｣
　（子育て支援セン　（子育て支援セン
　ター・9:30～11:30　ター・9:30～11:30
　／14:00～16:30)　／14:00～16:30)

主な予定を掲載しています

子子 育 育 ひなたぼっこ開放ひなたぼっこ開放
　 「午前０～１歳｣　 「午前０～１歳｣
　（子育て支援セン　（子育て支援セン
　ター・9:30～11:30　ター・9:30～11:30
　／14:00～16:30)　／14:00～16:30)
健健
  康康 健康相談（役場・健康相談（役場・
　10:00～16:00）　10:00～16:00）
健健
  康康 母子手帳交付（役母子手帳交付（役
　場・10:00～16:00)　場・10:00～16:00)

子子 育 育 ひなたぼっこ開放ひなたぼっこ開放
　 「午前２～３歳｣　 「午前２～３歳｣
　（子育て支援セン　（子育て支援セン
　ター・9:30～11:30　ター・9:30～11:30
　／14:00～16:30)　／14:00～16:30)
健健
  康康 ９・10カ月児相談９・10カ月児相談
　（福祉センター・　（福祉センター・
　10:00～）　10:00～）

子子 育 育 ひなたぼっこ開放ひなたぼっこ開放
　 「午前２～３歳｣　 「午前２～３歳｣
　（子育て支援セン　（子育て支援セン
　ター・9:30～11:30　ター・9:30～11:30
　／14:00～16:30)　／14:00～16:30)

開開 放 放 保育園開放「遊ん保育園開放「遊ん
　Ｄａｙ」（おひさま　Ｄａｙ」（おひさま
　保育園／川湯保　保育園／川湯保
　育園・9:00～）　育園・9:00～）
子子 育 育 ひなたぼっこ移動開ひなたぼっこ移動開
　放「０～３歳｣（川湯　放「０～３歳｣（川湯
　ふるさと館・9:30～　ふるさと館・9:30～
  11:30）  11:30）
健健
  康康 ベビーマッサージベビーマッサージ
　教室（子育て支援　教室（子育て支援
　センター・13:00～）　センター・13:00～）

催催 し し 摩周ウインター摩周ウインター
　フェスタ2019(ふ　フェスタ2019(ふ
　れあいスペースコ　れあいスペースコ
　ラーレ・11:00～）　ラーレ・11:00～）

催催 し し 摩周ウインター摩周ウインター
　フェスタ2019(ふ　フェスタ2019(ふ
　れあいスペースコ　れあいスペースコ
　ラーレ・9:00～）　ラーレ・9:00～）

開開 放 放 保育園開放「遊ん保育園開放「遊ん
　Ｄａｙ」（おひさま　Ｄａｙ」（おひさま
　保育園／川湯保　保育園／川湯保
　育園・9:00～）　育園・9:00～）
健健
  康康 ベビーマッサージベビーマッサージ
　教室（子育て支援　教室（子育て支援
　センター・13:00～）　センター・13:00～）
税税 務 務 夜間納税窓口設（役夜間納税窓口設（役
　場／川湯支所・20:　場／川湯支所・20:
  00まで）  00まで）

子子 育 育 ひなたぼっこ開放ひなたぼっこ開放
　 「午前０～３歳｣　 「午前０～３歳｣
　（子育て支援セン　（子育て支援セン
　ター・9:30～11:30　ター・9:30～11:30
　／14:00～16:30)　／14:00～16:30)

子子 育 育 親子遊び「ひな飾親子遊び「ひな飾
　り制作」（子育て　り制作」（子育て
　支援センター・　支援センター・
  10:00～11:30）  10:00～11:30）
　【要事前申し込み】　【要事前申し込み】

午後の開放なし午後の開放なし

催催 し し おはなしはらっぱおはなしはらっぱ
　（図書館・13:00～　（図書館・13:00～
   13:30)   13:30)
催催 し し てしかが極寒AＲtてしかが極寒AＲt
　フェスティバル（川　フェスティバル（川
　湯温泉）　湯温泉）
　【３/９日まで】　【３/９日まで】

催催 し し おはなしはらっぱおはなしはらっぱ
　（図書館・13:00～　（図書館・13:00～
   13:30)   13:30)
催催 し し 森のスノーパーク森のスノーパーク
　 川湯ＥＭＣ・その　 川湯ＥＭＣ・その
    周辺・19:00～21：00）    周辺・19:00～21：00）

催催 し し おはなしはらっぱおはなしはらっぱ
　（図書館・13:00～　（図書館・13:00～
   13:30)   13:30)

平成30年弟子屈消防署・川湯支署出動状況

気をつけて！屋根からの落雪・屋根の雪下ろし
屋根の雪下ろしは転落などの危険があるので、できるだけ控えましょう。

 やむを得ず屋根の雪下ろしをする場合は、ヘルメットと命綱を使用する、２人以上で作業をする、家族や近所の

人に知らせてから作業するなど、十分注意しましょう。

 屋根からの落雪や雪
せっ

庇
ぴ

の落下が起こる危険がある場所などには近づかないように注意しましょう。

 軒下に灯油タンクやガスボンベがある場合、落雪が原因で配管に亀裂や緩みが生じ燃料が漏れる危険がありま

す。雪下ろしの際はもちろん、日頃から周囲の除雪を行うなど注意しましょう。

 暖房器具の屋外の給排気筒が落雪などで埋まっていないか、破損していないか定期的に確認しましょう。

　わが国固有の領土である歯舞諸島、色丹島、国後島、択捉島からなる北方四島の早期返還の実現については、道
民はもとより国民の長年にわたる悲願です。
　現在、日露両国間では北方領土問題を含む平和条約締結交渉が進められていますが、北方領土問題の解決に
は、北方領土返還要求運動が国民の総意であることを明確に示し続けることが大切です。
　国の外交交渉を積極的に後押しし、さらなる道民世論の結集を図るため「日

にち

魯
ろ

通好条約」署名の日（1855年２月
７日／安政元年12月21日）を記念して、1981（昭和56）年１月６日の閣議で、２月７日が「北方領土の日」と定められ
ました。この日を中心に、北海道独自の取り組みとして「北方領土の日」特別啓発期間（１月21日～２月20日）を定
め、道、市町村、関係団体が連携し、一層強力に北方領土問題の啓発活動を行います。
　本町では、町内３カ所（役場・川湯支所・道の駅）に署名コーナーを設置していますので、皆さんのご署名をよろしく
お願いします。

 ❑ 問い合わせ先／役場総務課総務係☎４８２‐２９１２（課直通）まで。

食育調理実習食育調理実習をを開催開催
　弟子屈町産のそば粉で作る料理の調理実習を行い
ます。ぜひ、参加ください。

▼日時／２月21日㈭　13時00分～15時00分

▼場所／社会老人福祉センター　調理実習室

▼  内容／ガレットとドーナツの調理実習

▼参加料／１人500円

▼  持ち物／フライパン、エプロン、三角巾

▼定員／12人（先着順）

▼  申し込み締め切り／２月
19日㈫

❑ 申し込み・問い合わせ先／
役場健康こども課健康推進係☎４８２‐２９３５
（課直通）まで。

　今月の町税などの納期限は次のとおりです。
　納め忘れのないようにしましょう。
▶国民健康保険税９期　 　　    ２月25日㈪
▶後期高齢者医療保険料９期　　２月25日㈪
▶介護保険料５期　　　　　　　２月25日㈪

２月の町税などの納期限 夜間納税窓口の開設
　日中、仕事などで役場に来られない方々のた
めに、次の日程で『夜間納税窓口』を開設します。
　ぜひ、ご利用ください。
▶開設日／２月27日㈬
▶開設時間／午後８時まで
▶開設場所／役場庁舎・川湯支所

❑ 問い合わせ先／役場税務課 ☎４８２‐２９１４（課直通）まで。

た
す。

弟子屈消防署・川湯支署の平成 30 年における総出動数をまとめました。

火災 救急
出動

救助
出動

救急
支援

捜索
出動

地震
風水害
雪害

誤報 危険物
漏えい

ガス
漏れ

蒸気
煙

倒壊
関係

蜂の巣
駆除 その他 合計

６ 527 ３ 34 ３ 21 ９ ４ ０ ４ ０ 123 41 775


